平成25年度　津和野町教育委員会事業点検評価報告

○総務事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	教育委員会の開催
	教育行政に関する重要な事項について審議決定する。
	教育委員5名
	年14回
	津和野町役場津和野庁舎及び日原山村開発センター
	1,526
	1,453
	基本的に毎月１回開催している。規則・要綱等の制定や改正の他、要保護・準要保護の認定、津和野町の教育施策の方針決定など、重要な課題に取組んだ。


○教育施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	教育施設・設備修繕
	各学校、給食センター、教員住宅及びスクールバスの管理上支障のある箇所および設備・備品について修繕を行う。
	随時
	各学校・教育施設
	6,430
	6,430
	使用に支障を来たす施設・設備の修理・修繕を実施した。

	耐震補強・改修設計・監理
	青原小学校屋内運動場、青原小学校校舎の耐震補強・改修工事、青原小学校校舎解体工事、青原小学校校舎改築工事及び木部小学校校舎耐震補強計画業務の設計及び監理を委託。
	h25年4月～h26年3月
	青原小学校屋内運動場

青原小学校校舎

木部小学校校舎
	42,681
	24,491
	青原小学校屋内運動場改築工事の監理業務を委託した。青原小学校校舎耐震補強改修工事及び青原小学校校舎解体工事の設計監理業務を委託した。青原小学校校舎改築工事及び木部小学校校舎耐震補強計画の設計業務を委託した。青原小学校校舎改築工事設計業務14,517千円は、次年度への繰越事業。木部小学校校舎耐震補強計画3,673千円については、耐震判定委員会との調整の遅れから次年度への繰越事業となった。



	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	耐震改修工事
	安全で安心な学校施設の設置を目的に青原小学校屋内運動場アスベスト除去、青原小学校屋内運動場改築工事、青原小学校校舎耐震補強改修工事及び青原小学校校舎解体工事を行う。
	h25年4月～h26年3月
	青原小学校屋内運動場

青原小学校校舎
	222,366
	222,366
	青原小学校屋内運動場解体工事のアスベスト除去、青原小学校屋内運動場改築工事、青原小学校校舎耐震補強改修工事を実施した。青原小学校校舎耐震補強改修工事中に建築当時の施工不良箇所が発見され、危険であると判断し、校舎解体工事を実施した。

	社会教育施設・設備修繕
	各社会教育施設の管理上支障のある箇所について修繕を行う
	随時
	各社会教育施設
	4,131
	4,131
	施設の老朽化に伴い、施設運営に支障を来たす施設の修繕工事を実施し、施設の改善を図ることができた。

	社会教育施設修繕工事設計
	社会教育施設の管理上支障のある箇所について修繕工事を行うため設計を委託。
	ｈ25年11月～ｈ26年1月
	日原山村センター
	564
	564
	日原山村開発センターを青原小学校仮校舎として使用するため、建築基準法及び消防法に係る用途変更業務を委託した。

	社会教育施設修繕工事
	社会教育施設の管理上支障のある箇所および設備・備品について修繕を行う。
	ｈ26年2月～ｈ26年月
	町民センター
日原山村開発センター
	7,853
	4,010
	町民センターの電気室機器取替工事及び非常放送設備取替工事を実施した。日原山村開発センターの非常照明設備の修繕を実施した。日原山村開発センターを青原小学校仮校舎として使用する用途変更工事3,843千円については、青原小学校との協議の結果、春休み中に改修工事を行うことになったため、次年度への繰越事業とした。

	体育施設・設備修繕
	体育施設の管理上支障のある箇所および設備・備品の修繕を行う
	随時
	各施設
	459
	459
	体育施設の運営に支障を来す施設・設備の修繕工事を実施した。


○学校教育事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	副読本作成事業（自然編）
	教育ビジョンの実現に向けて副読本（自然編）を作成し、授業において有効に活用する。

「津和野町の自然」、「自然マップ、各1000部作成。
	ｈ25年12月～ｈ26年3月
	町内
	1,500
	0
	町内の小学校5校、中学校2校へ副読本を配布。ふるさとに関する知識と愛着を深めるため、郷土の自然の学習に使用します。校正に時間を要したため、次年度への繰越事業とした。


	スクールカウンセラー
	学校におけるカウンセリング機能の充実を図るため、児童・生徒の臨床心理に関して高度に専門的な知識・経験を有する者をＳＣとして各中学校及び日原小学校に配置し、児童・生徒への指導を充実させる。
	児童・生徒
保護者

教職員
	年間
	各小・中学校
	県費
	－
	問題を抱えた児童・生徒について、支援チームの一員として専門的な立場からの分析や対応のアドバイスがあり、それにより教職員が現状を客観視することができ、ステップアップを図ることができた。

	津和野町特別支援連携協議会
	障がいのある幼児・児童・生徒に対し関係機関が連携して支援するための体制整備・情報交換を行う
	各関係機関の関係者　　　
	協議会

年1回

研修会1回

支援会議・相談　年間
	津和野町民センター研修室
	0
	0
	特別支援が必要な幼児・児童・生徒に対し支援チームを編成し、個別の支援体制を構築した結果、より良い対応ができた。

また、相談支援ファイル「のびのびファイル」･「のびのびブック」を該当児へ配布した。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	特別支援教育支援員
	通常の学級に在籍するADHD、LD、高機能自閉症等、特別支援の必要な児童・生徒に対し、学校での授業や生活の支援を行い、スムーズな学校生活が出来るようにする。
	児童・生徒
教員
	年間
	津和野小学校

木部小学校

青原小学校

津和野中学校

日原中学校
	5,457
	5,453
	支援員を配置することで、支援を要する児童・生徒、及び学級全体が落ち着いて学校生活を送ることが出来るようになった。

また、学級の他の児童・生徒への支援にもつながり、学級全体の落ち着きや学習意欲の向上、仲間作り等に良い影響を与えることとなった。

課題：支援を必要とする児童・生徒が年々増加する傾向にあり、優秀な支援員の継続的な確保が必要となる。

	津和野町心身障害児適正就学指導委員会
	障がい等のある幼・児童・生徒に対する適切な就学について、指導・助言し、特別支援教育の充実を図る。
	就学指導委員会委員
	8月7日

10月28日

1月29日
	津和野庁舎大会議室
	47
	18
	相談対象者５名

学校と専門委員がしっかりとした事前調査等を行うことにより、スムーズな審議となった。

本委員会への審議対象となるべき児童・生徒で保護者の理解が得られないケースが見受けられていたが、校内委員会の結果をもとに十分な説明を行うことにより全ての保護者から理解を得て審議することができた。

	語学指導等を行う外国青年招致事業（ＡＬＴ派遣）
	外国語教育の充実と国際理解の推進を図るため、ALT（英語指導助手）を各学校へ派遣し、英語の授業の補助等を行う。
	各小・中学校
	年間
	各小・中学校
	4,480
	4,416
	本事業により、中学生の「話す・聞く」能力の向上、および英語によるコミュニケーション能力の向上、また、小学校５、６年生の英語教育の充実を図るとともに、小学生の英語学習への興味関心や英語音声面での技能の向上、日本人英語教師の英語力の向上など、効果は大きい。

課題：「話す・聞く」能力を向上するため、小学校４年生以下の児童に対し、英語と触れ合う機会を多くする必要がある。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	各種検査事業
	毎学年定期的に、児童・生徒及び教職員の健康診断を行なう。

健康診断の結果に基づき、疾病の予防処置を行い、または治療を指示する。健康保持推進を図り、学校教育の円滑な実施と成果の確保に資する。
	児童・生徒

教職員
	年間
	各医療機関
	1,197
	1,186
	定期的に、児童・生徒及び教職員の健康診断を行なう。

健康保持推進を図り、学校教育の円滑な実施と成果の確保が図られた。

ぎょう虫検査　　駅伝前検診    健康診断

児童117人　　　生徒　5人     教職員57人

心電図          尿検査　　　　血液検査

児童76人    　児童255人　　児童122人

生徒156人    　生徒163人　　生徒152人

B型肝炎検査

  教職員1人

	就学前眼科検診
	就学前の児童に対し眼科医の検診を行い、弱視等の早期発見、早期治療に結びつける。
	就学前児童
	10月～11月
	こうの眼科医院
	41
	41
	通常の就学前検診では見つかりにくい弱視等の検査を行い、学校入学前に早期発見することにより治療等を行うことが出来、有意義な事業となっている。実績：41人受診

課題：一層受診率を高めるため保護者への啓発をする必要がある。

	各種大会派遣事業
	中学校の部活動において、町外の大会へ参加する生徒の旅費等を助成する。
	各中学校
	年間
	県大会等
	919
	919
	保護者の経費負担軽減を図り、生徒の競技力向上のため、参加費等の一部助成を行なった。
課題：生徒の人数減少に伴い、参加競技数が限られるとともに、今後団体競技の参加が困難な状況が予想される。



	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	にこにこサポート事業
	小学校の通常の学級に在籍するADHD、LD、高機能自閉症等特別な教育的支援を必要とする児童に対し、非常勤講師を配置し、生活や学習上の支援を行う。(県事業)
	津和野小学校

日原小学校
	年間
	津和野小学校

日原小学校
	県費
	－
	学校及び担任とサポートティーチャー、保護者の連携により、適切な指導ときめ細かな支援が行われ、不適応を起こすことなく学校生活を送ることができた。
また、サポートティーチャーの存在は、学級の他の児童への支援にもつながり、学級全体の落ち着きや学習意欲の向上、仲間作り等に良い影響を与えている。

課題：支援を必要とする児童が年々増加する傾向にある。県費事業であり、必要対象児童数に対し配置人数が不足しているため、今後は町費での対応を考えて行かなければならない。

	全国学力・学習状況調査
	全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
	小学校6年生

中学校3年生
	4月24日
	全小中学校
	0
	0
	悉皆での調査となり、町内の全小・中学校で実施された。

○小学校

国語：知識は県･全国を上回る。活用は県･全国に劣る。

算数：知識･活用ともに県･全国に劣る。

○中学校

国語：知識･活用ともに県･全国に劣る。

数学：知識は県･全国を上回る。活用は県･全国に劣る。
小学校6年生(国･算)、中学校3年生(国･数)


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	島根県学力調査
	各教科の学習状況等を把握し、今後の教育施策の充実及び学校における指導の改善を図る。
	小学校4～6年生

中学校1～3年生
	5月9･10日
	各小・中学校
	181
	181
	県より優位な教科は小学校、中学校ともに6教科ずつであり、前年度より優れた結果となった。また、成績の分布が正規分布にならない学校や教科が目立ち、標準偏差も大きく、2～3グループに成績が分かれる傾向にある。
基礎的な学力は、目標値に対してほぼ備わっているが活用（思考・判断力、表現力）という点においては下回る傾向にある。
また、意識調査にあっては、学習意欲を持ち、積極的な学校生活を送っているが、生活習慣についてはTV・DVD視聴時間の長さに課題がある。

小学校4年生(国･算)　　5･6年生(国･算･理･社)
中学校1年生(国･数･理･社)2･3年生(国･数･理･社･英)

	スクールソーシャルワーカー活用事業
	児童・生徒の問題行動や心のケア、生徒が置かれている環境等に対し、関係機関等との連携により支援を行う。
	町内幼児・児童・生徒
	年間
	各小・中学校・保育園・高校
	5,051
	5,041
	教育委員会を拠点とし、「つわのっ子応援事業」として福祉的なアプローチで学校・家庭・地域に働きかけながら、問題解決に取り組み、様々な課題を持つ子どもへの支援を行った。

学校での相談・支援だけでなく関係機関と連携をとり、縦と横の連携で支援をすることができた。また、子どもの抱える課題の早期発見、早期対応ができる関係作り、体制作りに努めた。

スーパーバイザーよりケース会議及び学校訪問時等での指導助言を受けることにより支援の強化を行った。

課題：事業6年目であるが、SSWの必要性は年々高まっている。今後、対応時間の増が必要である。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	近県学校音楽大会
	大会を通じ、近県の学校間の交流と、学校の音楽教育の充実を図り、兼ねて情操教育の推進を目的に実施。
	島根県・山口県内小・中・高校生
	11月10日
	町民センター体育館
	826
	746
	近県学校音楽大会は本年で64回目となり、小学校・中学校・高等学校合わせて、30校、414人が参加。6部門に87曲のエントリーがあった。町長賞・議長賞・教育長賞のほか、審査員特別賞が2組に贈られた。

また、審査員でトロンボーン奏者の小野隆洋さんのミニコンサートを開き、生の演奏を児童・生徒が鑑賞した。

課題：演奏会場として文化ホールの建設が課題。

	中学生サマースクール
	生徒の学習意欲を喚起し、夏休みの課題に取り組む事を通して、1学期の復習と2学期の学習のスタートに備えることを目的とする。
	町内中学生
	8月20日

～22日
	津和野町民ｾﾝﾀｰ

山村開発ｾﾝﾀｰ
	36
	36
	津和野中学校は3年目、日原中学校は2回目で全生徒の参加により実施された。両校とも２学期を目前に控えた時期において目的に則した成果を得るとが出来た。

この様な体験は、今後の学習や進路の決定に役立つことになると思われる。

	津和野町子育て応援ファイル「のびのびファイル」配付事業
	子どもの成長過程を記録し、受けてきた支援の内容を集約することで、支援者同士が情報共有でき、機関を超えた一貫した支援につなげることを目的とする。
	町内乳幼児、児童・生徒の保護者
	年間
	町内
	90
	90
	保育園、乳幼児健診や乳児家庭全戸訪問事業など、様々な場所・機会で配付したことにより、町内の就学前の子どもの保護者９割以上に配付することができた。
課題：活用していくための支援体制や保護者への周知、書き方のフォローなどが課題。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	津和野町ブックスタート・パック配付事業
	子どもを出生された保護者に対して、絵本の入ったブックスタート・パックを配付することにより、家族のきずなを育み、子どもの成長に必要な想像力・知恵を豊かに育むことを目的とする。
	H25.4.2以降に子どもを出生された保護者
	年間
	各家庭
	100
	94
	保健師が行う乳児家庭全戸訪問事業の際に、配付を行い絵本が家庭にある環境づくりができた。
課題：読み聞かせ等、絵本の使い方を保護者に周知し、絵本の大切さを伝えていくことが課題。


○津和野町育英奨学金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	津和野町奨学生選考委員会
	奨学金貸与希望者の選考をした。
	選考委員
（5名）
	12月10日
	津和野庁舎大会議室
	15
	15
	平成26年度の奨学生を募集し選考をした。6名の申請者があり、経済状況等を考慮しながら選考していった結果、6名全員に貸与する決定をした。

課題：基金で運営しているため、今後毎年申請者全員に貸与していくと、数年後には、基金が枯渇するので、貸与人数を制限する必要があり、申請どおり貸与できない恐れがある。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	津和野町育英奨学金
	経済的理由によって修学が困難な者に対して、奨学金を貸与し、もって有能な人材を育成することを目的とする。
	町内高校生・専門学校生及び大学生（11名）
	年間
	
	4,200
	4,200
	貸与者は11名で、内新規貸与者は3名。

課題：景気が低迷する中で、学校卒業後の就職ができず、返納の猶予相談が出始めており、その対策の検討が必要である。

	小藤育英奨学金
	
	町内高校生・専門学校生及び大学生（1名）
	年間
	
	360
	360
	貸与者は1名。新規貸与者はいません。


○学校給食事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	学校給食会

	小・中学校の児童・生徒・教職員に対し、給食の提供を行う。
	小・中学校の児童・生徒・教職員
	年間
	津和野町給食センター・日原共同調理場
	29,272
	28,201
	給食費は保護者負担額小学校265円／食・中学校295円／食とし、対象人数520人に対し、食数は延べ101,968食の給食を提供した。食育では、給食献立の中に゛おいしい津和野の日゛を取り入れ地場産物や郷土に伝わる料理について食文化に触れることができた。また、アレルギー対応の給食提供もできた。

昨年に引き続き食材価格が高くなり、現状の給食費ではメニューに支障がでる恐れがあるが、町食材費補助金を充当し円滑な給食運営を行えた。


○社会教育事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	社会教育委員の会
	社会教育に関する研究調査・諸計画の立案を行い、教育委員会の諮問に応じ、意見を述べる。
	社会教育委員
（10名）
	5月27日

7月23日

10月23日

3月28日
	町民センター

開発センター

池河分館
津和野庁舎
	245
	188
	益田地区社会教育連絡協議会研修会（県社会教育連絡協議会【地域課題講座】を兼ねる）の担当が津和野町社会教育委員の会であり、研修会内にて2町の合併前と合併後の公民館の在り方を報告した。また、益田管内3市町で「アウトメディアによって豊かな時間・心・つながりをめざす」決議が議会により議決されたことにより、家庭教育を柱に研修会を組み立てた。多くの参加者が初めてのテーマであったが、少しずつでも取り組むことが重要だと実のある研修になった。
課題：研修で学んだアウトメディアというテーマを今後発展させていくためにどのようにプログラミングしていくかを検討することが必要。

	公民館長・主事会議
	公民館事業の効果的運営を図るため公民館・教育委員会相互の情報交換を行う。
	公民館長・主事・教育委員会事務局職員
	4月16日

10月7日

12月4日

3月20日
	町民センター

開発センター

町民センター
津和野庁舎
	26
	12
	各館の事業計画や、事業の進め方、連携した取り組みについて協議。

課題：公民館が地域課題解決のため地域の核となるよう、積極的な情報交換が必要である。（館同士、教委と館等）

	津和野中央公民館運営審議会
	運営・事業の計画実施について審議。
	運営審議会委員

（5名）
	6月19日

3月28日
	町民センター
	73
	52
	事業計画及び予算についての審議、事業後の評価、反省を行い、地区民が利用しやすい公民館の運営を目指した。

課題：公民館活動について委員研修の機会が必要。

	日原中央公民館運営審議会
	運営・事業の計画実施について審議。
	運営審議会委員

（5名）
	6月19日

3月28日
	日原山村開発センター
	75
	75
	事業計画及び予算について審議を行い、地区民が利用しやすい公民館の運営を目指した。また、公民館の果たす役割について活発な審議を行った。

課題：公民館活動について委員研修の機会が必要。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	森鷗外記念館協議会
	森鷗外記念館の運営及び事業の計画・実施について審議。
	協議会委員

（6名）
	5月18日
	森鷗外記念館
	239
	239
	前年度の入館状況、事業等の実施状況の報告と当該年度の事業計画の協議を行った。入館者の増員の為にも津和野駅から記念館までのバス等の交通の利便性の向上について意見が出された。

	津和野町学びの協働推進事業


	地域全体で学校を支援するため、専任コーディネーターを配置し、学校と地域との連携体制を構築することにより、多様な形態の教員支援を行い、子どもと向き合う時間の拡充を図る。

学校支援地域本部事業、ふるさと教育推進事業及び学習支援ボランティア活用事業が一体となった事業。
	各小・中学校
	年間
	各小・中学校
	2,891
	2,891
	学校地域支援本部事業を中心として、専任コーディネーターが地域講師と学校とを繋ぐ役割を果たし、ふるさと教育推進事業も一体となって、連携しながら社会教育の核となる事業を展開することができた。本年度も昨年度に続き、学校・家庭・地域の連携を図っていくため、地区ごとに公民館や専任コーディネーターと担当の教員が年間の計画をすり合わせ、情報を交換するための協議を行うことができた。

課題：常勤主事の配置された公民館が専任コーディネーターを支持する役割を担っていけるように、公民館と連携した体制づくりの構築を継続して行っていく必要がある。公民館の理解を深め、各公民館エリアでさらにこの事業が充実するよう啓発を進めていく必要がある。


○社会体育事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	スポーツ推進委員の会
	スポーツの普及や社会体育事業の振興のため、スポーツ行事の推進や団体の育成・指導・助言等を行う。
	津和野町スポーツ推進委員（12名）
	5月10日

3月18日
	津和野公民館
役場津和野庁舎
	624
	603
	駅伝大会やロードレースの競技役員として協力し、健康スポーツ大会ではペタンクの指導にあたった。また、健康福祉まつりや若がえり会にも参加し、体力テストの測定を行い、健康に対して意識を高めることができた。

子どもの体力向上支援事業として、ワクワク広場やゆうゆうくらぶに入り、軽スポーツ等の指導も行った。

課題：自分で動くだけでなく、コーディネーターとしての活動も今後必要である。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	スポーツ推進委員研修会
	県内外のスポーツ推進委員の活動報告及び実技等の研修を受けて、活動の参考にする。
	津和野町スポーツ推進委員（12名）
	6月8日～

9日

8月31日～

9月1日

1月18日～
	広島県福山市(中国地区)

松江市(島根県)

吉賀町（益田地区）
	216
	190
	広島県福山市にて中国地区研修会、松江市にて島根県研修会、吉賀町にて益田地区研修会をそれぞれ行った。推進委員がいずれかの研修会に概ね参加することができた。

課題：研修会で学んだ内容をどのように町内に普及させていくかが課題である。

	津和野町体育協会育成事業
	協会加盟24団体の各体育連盟が実施するスポーツ事業を通じ、住民の体力向上と健康の増進を図る。
	町民
	年間
	町全域
	2,070


	2,070
	助成金を基に、各体育連盟がそれぞれに大会を開催することができた。住民の体力向上や地域の活性化について一役を担っている。また、各駅伝大会やつわのＳＬ健康マラソン大会では、各連盟が競技役員として協力している。

課題：どの団体も50歳以上が中心となって活動しており、20～40代の人たちが少ない。いかにして次世代を担うリーダーを育てていけるかが課題である。

	第35回日原駅伝競走大会
	体力の向上に対する地域住民の関心を高め、地域の活性化とスポーツ振興を図る。
	小学生以上
	12月14日
	山村開発センター～青原駅往復
	47
	47
	今大会は18チームの参加があった。部門別には、一般の部3チーム、中学生男子の部9チーム、女子の部2チーム、小学生の部4チームの参加があった。
課題：体育事業の整理の1つとして、町内の2つの駅伝の統合が、これまで課題となっていた。26年度からは、具体的に統合へ向けて協議していきたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題


	第38回日原ロードレース大会
	健康増進のためのマラソン大会で地域の活性化とスポーツ振興を図る。
	小学生以上
	2月22日
	日原体育館～三渡曽庭
	8
	8
	前回は116人の参加で今大会は89人の参加があった。部門別には1ｋｍ部門53人、2ｋｍ部門20人、3ｋｍ部門8人、5ｋｍ部門8人であった。ＳＬマラソンが小学生低学年は2ｋｍであるのに対して、日原ロードレース大会は1ｋｍと短い距離のため町内の小学生の参加が多い。
課題：ＳＬ健康マラソンと時期が近い。時期や運営等も含めて、今後検討していきたい。また、未就学児への運動の場としても活用していきたい。

	第51回
津和野町駅伝競走大会
	体力の向上に対する地域住民の関心を高め、地域の活性化とスポーツ振興を図る。
	小学生以上
	10月12日
	長福八幡宮～下千原～津和野庁舎
	125
	125

	今大会は前大会と同じく25チームの参加があった。部門別には一般の部6チーム、職域の部4チーム、オープンの部6チーム、女子の部5チーム、小学生の部4チームであった。全体で一番速かったチーム及び各区間選手を総合部門として表彰した。新昭和トンネルに走路員の他に警察の方もついてもらえたので、車の誘導をスムーズに行うことができた。
課題：日原駅伝と同様、駅伝の統合が課題。また、役員を役場職員に頼るのではなく、体育協会や陸上連盟が主体となって行っていくことが今後の課題である。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	第24回

つわのSL健康マラソン大会
	健康増進のためのマラソン大会で地域の活性化とスポーツ振興を図る。
	小学生以上
	3月9日　
	津和野高校グラウンド～掘庭園折返しコース

	1,072
	1,072
	今年度は、嶋原清子選手を招いて開催し739人の参加があった。部門別にはハーフ部門312人、10ｋｍ部門159人、3.2ｋｍ部門100人、1.8ｋｍ部門168人であった。昨年同様、仮設トイレを設置し、トイレ不足を解消させた。26年度はグラウンドにトイレが新設されるが、仮設トイレも設置し、選手が快適に走れるよう努める。

課題：大会がはじまるギリギリまでコース上に車が停まっており、対応に苦慮した。事前に駐車禁止の看板をかけておく必要がある。予算に余裕がないので、支出を増やさないような運営が必要。日原地域の小中学生が参加しやすいようバスでの送迎を行ったが、小学生は基本保護者も付き添うので、希望者がほとんどいなかった。

	スポーツ少年団事業
	スポーツ少年団の登録

各種情報提供と活動支援

第25回津和野町スポーツ少年団大会開催
	指導者22名

団員70名

10団体

ミニバス(津)
サッカー
野球
柔道
剣道
ミニバス(日)
	年間

9月27日

9月27日

10月13日

10月20日

10月20日

 3月3日
	町内
	720
	700
	団員数は減っていいるものの、各単位団とも大会を成功に収めたことは、各単位団が結束を強めているものと感じている。また、大会において、県外のチームや選手が参加しており、各単位団とも交流を深めていることは、素晴らしいことである。

課題：年々団員数も減り、今年は日原スポーツ少年団野球部が解散することになった。スポーツ少年団大会についてもポスターを作るなどして積極的にアピールし、やってみたいと思える子どもたちが増えるように広報に力を入れていきたい。また、各団での団員募集における活動の促進を期待したい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	総合型地域スポーツクラブ育成事業
	総合型地域スポーツクラブの設立から育成に向けた取り組み。
	津和野町体育協会

津和野町スポーツ少年団

津和野町スポーツ推進委員
	年間
	町内
	0
	0
	小川体育連盟が町内で唯一の総合型地域スポーツクラブとして活動を行っている。昨年度の課題であった自立支援事業を今年は受けずに、地域の人が様々な運動ができるよう工夫しながら活動している。

課題：総合型地域スポーツクラブを設立せずとも、各公民館や体育連盟が中心となり、地域住民への運動の場を提供している。総合型地域スポーツクラブの設立の必要性について、再度検討したい。


○文化財審議会関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	文化財保護審議会
	文化財の保護、活用についての意見を諮る。
	審議会委員（6名）
	6月5日

2月28日
	町民センター
津和野庁舎
	88

	80
	文化財の保護、活用、整備についての検討、また、指定候補文化財の検討を行った。

	伝統的建造物群保存地区保存審議会
	伝統的建造物群保存地区の保護、活用についての意見を諮る。
	審議会委員（8名）
	2月26日
	津和野庁舎
	45
	44
	修理物件についての検討、新規特定物件の調査を実施した。


○文化財修理等事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	旧堀氏庭園畑迫病院修理事業
	名勝地内の畑迫病院の保存修理のため、設計に基づき解体格納工事・組立工事を実施した。
	4月～3月
	津和野町邑輝
	103,318
	103,285
	設計に基づき、計画的に解体格納工事・組立工事を実施した。

課題：畑迫病院および周辺環境の整備について計画的に実施するとともにその保存・活用方法について具体的に検討を行う必要がある。

	岡熊臣旧宅屋根吹き替え修理工事
	町指定文化財の岡熊臣旧宅の茅葺屋根について損傷部分を修理した。
	9月～11月
	津和野町山下
	1,644
	1,644
	計画に基づいて適切に事業の執行を行った。

課題：地域の文化財として活用が期待される。

	津和野城跡整備事業
	整備検討委員会を開催。災害復旧工事に必要となる仮設道路の設計業務、用地取得、および石垣修理に必要となる測量業務等を行う。
	4月～3月
	津和野町田二穂、後田
	26,721
	26,610
	整備検討委員会を３回開催し、整備内容について検討できた。災害復旧と石垣修理へ向けての準備が進んだ。
課題：今後は諸法令の許認可を受けて本格的な事業に着手する必要がある。


○文化財調査事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題


	旧堀氏庭園文書調査事業（国補65/100）
	個人から寄託を受けた堀家文書（約8万点）について、堀家の歴史を明らかにするため、目録を作成する。
	6月～4月
	津和野町森村
	2,300
	2,300
	当初年度に予定していた調査について、計画的に実施できた。
課題：事業実施期間はおよそ10年にわたるため、古文書の読める専門家の常時雇用が課題である。


	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	青野山調査事業
	国指定名勝・天然記念物の指定を目指し、青野山の価値を明らかにするため、調査報告書を作成する。
	3月
	津和野町笹山、耕田、直地
	315
	313
	青野山に関する調査を実施し、計画通り報告書を刊行した。

課題：今後は国文化財指定に向けた説明会開催、地権者同意書取得を進める必要がある。


○文化財維持管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	西周旧居管理事業（国補1/2以内）
	国史跡西周旧居の管理事業を行う。
	4月～3月
	西周旧居
	351
	351
	庭園等の維持管理および、自火報の点検業務について国庫補助を受けて適切に実施することができた。

課題：今後とも定期的に維持管理業務を行うとともに、旧居前の管理棟の老朽化への対応が必要である。

	旧堀氏庭園管理事業


	国名勝旧堀氏庭園の適切な維持管理および受付業務等について実施する。
	4月～3月
	旧堀氏庭園
	7,777
	7,581
	庭園等の維持管理および自火報の点検業務について国庫補助を受けて適切に実施した。また、施設の適切な活用を図るため、旧堀氏庭園活用検討委員会を組織し、「旧堀氏庭園活用計画書」を策定した。
課題：和楽園の庭園の石垣について損傷が激しく、崩落している部分もあって通行上危険であるため、計画的に修理事業が必要となる。

	
	庭園の維持管理および自火報の点検業務について国庫補助を得て委託して実施する。（国補1/2以内）
	4月～3月
	同上
	1,841
	1,841
	


	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	その他文化財維持・管理事業
	指定文化財（山陰道徳城峠越、下瀬山城跡、鷲原八幡宮流鏑馬馬場）の維持・管理のための事業を実施した。
	4月～3月
	津和野町内
	10,021
	9,959
	文化財の適切な維持・管理のための事業が適切に行われた。

課題：今後修理の必要となる文化財も多数あるので、計画的に修理を実施していく必要がある。

	文化財防火デーの実施
	指定文化財を対象に消防機器点検及び放水訓練を実施した。
	1月26日
	津和野町内
	0
	0
	指定文化財の消防機器の点検と消防団および地元自治会による放水訓練の実施。

課題：地域住民の協力により、文化財の防災意識の高揚を図ることが必要である。


○文化財補助事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	その他文化財補助金・交付金
	民俗芸能保存協会、安蔵寺山の大ミズナラなど指定文化財の維持・管理に補助を行うとともに、全史協、中史協への負担金を支出した。
	4月～3月
	津和野町内
	670
	670
	計画に基づき事業が実施されたこと確認し、補助金・交付金を交付した。
・津和野町民俗芸能保存教会　500千円
・指定文化財交付金　77千円
・全国史跡整備市町村協議会　20千円
· 〃中国地区市町村協議会　5千円
· 安蔵山の大ミズナラ保全協議会　18千円

課題：補助金については、団体より増額の要望があり、今後検討する必要がある。


○埋蔵文化財調査事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	町内遺跡発掘調査
	各種開発に伴う事前の試掘確認調査
	年間
	後田、中座、笹山、畑迫、田二穂
	2,001
	2,000
	開発事業との調整を行い、事前に試掘確認調査を行うことで文化財保護に努めた。

	埋蔵文化財発掘調査事業
	各種開発に伴う工事立会

文化財保護の啓発
	年間
	後田、中座
	1,113
	933
	開発事業に伴う工事立会を行い、文化財保護に努めた。




○文化施設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	郷土館
	郷土館の維持管理・運営
	4月～3月
	郷土館
	3,855
	3,722
	施設の維持管理および運営が適切に行われたが、入館者数については、根本的な改善にはつながっていない。今後さらに来館者の増加を図るためには企画展等の開催も検討する必要がある。

課題：施設の老朽化が目立つようになってきており、今後は保存活用計画を策定し、改築等を含めた根本的な検討を行う必要がある。

	民俗資料館
	民俗資料館の維持管理・運営
	4月～11月

3月
	津和野町民俗資料館・日原歴史民俗資料館
	1,742
	1,684
	施設の維持管理および運営が適切に行われた。施設の入館者数については、根本的な改善にはつながっていない。魅力的な展示による来館者の増大を図る必要がある。

課題：資料館の統合や、藩校養老館としての整備が期待されており、整備に向けた計画づくりが必要である。


	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	森鷗外
記念館
	鷗外の生誕地であることを記念し、顕彰するとともに鷗外文学を主題とし、町民文化の向上並びに学校教育及び専門的研究活動の振興を図る。
	年間
	森鷗外記念館・森鷗外旧宅
	42,359
	42,222
	記念館入館者数14,295人、森鷗外旧宅観覧者17,909人

１．企画展・パネル展　　５回
○高橋由一油彩画「西周像」里帰り展「鷗外と西周　附高橋由一の弟子原田直次郎」
○企画展「うた日記詩歌展」
○パネル展「鷗外宛年賀状展」
○企画展「鷗外文学に見る草花」
○全国文学館協議会共同展示「文学と天変地異／森鷗外文学に見る天変地異」
２．講演会　　６回
○『鷗外と脚気―曾祖父の足あとを訪ねて―』
○鷗外忌講演会『畏れない女―森志げ小説の世界―』
○津高講演会『名から物へ―鷗外に学ぶ―』
○『鷗外とゆかりの画家たち』
○森鷗外生誕記念講演会『鷗外の花暦』
○西周生誕記念講演会『西周と森鷗外―先哲のめざしたもの―』
３．研究・普及事業
○企画展図録「鷗外文学に見る草花」発行
○館報「ミュージアム・データ」第18号の発行
○輪読鷗外　毎月１回（延参加人数91人）

４．森鷗外記念館休憩所改修工事
５．資料購入
○森鷗外葉書三村清三郎宛毛筆5行1枚
○森鷗外詩稿幅『義太夫新論題詩』和紙2枚完
○即興詩人（初版）外、森鷗外初版本

６．その他
○商品開発　「あぶらとり紙」作成
○取材協力
〈書籍・雑誌等〉
川越市立博物館だより69号（川越市立博物館）
日独交流150年史（雄松堂書店　日独交流史編集委員会）
平成26年度版高校国語教科書（教育出版株式会社）


	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	森鷗外記念館
	
	
	
	
	
	新国語便覧（秀学社）
日経おとなのOFFムック「相続＆葬儀で困らない本」（日経ビーピー）
エースJTB　旅行パンフレット（JTBプランニングネットワーク）
まっぷるマガジン「山口・萩・下関・門司・津和野」改訂版（オフィステイク2）
まっぷるマガジン「ことりっぷ萩・津和野・下関」（オフィステイク2）
るるぶ山口・萩・下関・門司港・津和野（TBパブリッシング）
るるぶドライブ中国・四国ベストコース（TBパブリッシング）
まいんど　平成25年7月号（日本中小企業福祉事業財団）
バリアフリー情報誌「てくてく日和」（プロジェクトゆうあい）
〈テレビ〉
田勢康弘の週刊ニュース新書「きょうのあとがき」（株式会社テレビ東京）
文豪の愛した風景（ジーグレイプ）
文京区広報番組「ぶんきょう人物伝」（文京区企画政策部　広報課）
スッキリ!！内「うまいっス」のコーナー（日本テレビ放送）
BS11　宮崎美子のすずらん本屋堂（NEXTEP）
毎日放送「プレバト!!」（ビーダッシュ）
津和野紹介用DVD作成（ケイ・アール・ワイ・サービスステーション）

評価：昨年夏の豪雨災害やそれに伴うJR山口線の不通により、入館者数については、前年対比で約36％落ち込んでいる。
　森鷗外の顕彰事業として、新町発足後初めて日原地域での森鴎外に関する講演会を開催。また、津和野高校において生徒対象の講演会を開催。いずれも好評であったので今後も継続して実施したい。
　森鷗外の自筆資料2点と鷗外の初版本等を購入した。依然として財政状況が厳しい中ではあるが、森鷗外の研究施設として資料の充実を図ると共に資料の散逸を防ぐためにも今後も出来る限りの資料収集に努めたい。

課題：災害によって減少した入館者数を取り戻すためにも、PRに努める必要がある。島根芸術文化センターグラントワ等広域での連携も検討したい。
研究施設でありながら学芸員の不在、また人員も限られており、持続可能な体制づくりも今後の課題。


	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	安野光雅美術館
	安野光雅先生の生誕地であることを記念し、功績を顕彰するとともに、作品の展示を通じて、町民の文化意識の向上と町の観光振興を図る。
	年　間
	安野光雅美術館
	71,346
	71,149
	＊美術館入館者数：15,463人

＊館外展入館者数：180,177人（5会場）

１．展　　示

　　津和野の風景が盛り込まれている、旅の絵本の最新作「旅の絵本Ⅷ（日本編）」を初公開したほか、代表作のひとつである「野の花と小人たち」を展示した。また、年4回（3月、6月、9月、12月）、季節ごとに展示替えを行っている。

２．文化事業

・「御所の花」にあわせて、NHK・BSの「日めくり万葉集」のナレーションを努めていた檀ふみさんと安野さんのトークショーを実施。また、恒例の鷺の舞ムジカ合唱団ファミリーコンサートを実施

３．備品購入（原画）

・津和野（11点）

・繪本 平家物語（4点）

４．その他協力事業（館外展等）
・館外展　　5会場

評価：昨年夏の豪雨災害やそれに伴うJR山口線の不通により、入館者数については、前年対比で30％近く落ち込んでいる。しかしながら、5会場で開催した館外展には18万人を超える方が訪れるなど、安野光雅氏の安定した人気が伺える。また、広島市で開催した展覧会では、はじめての試みとして、観光協会と連携して会場内の物販ブースで津和野町の特産品・銘菓の販売を行って好評を博した。こうした状況から、館の安定した運営と町の活性化を図るためにも、今後も継続して館外展等を実施する必要がある。恒例となっている3月に開催する文化事業は、町民の文化意識の高揚につながるものであり、今後も引き続き実施したい。
課題：災害によって減少した入館者数を取り戻すためにも、積極的に館外展を実施し、美術館のPRに努め来館者の増加につなげる必要がある。
　開館して12年が経過し、空調機等の不具合が発生してきている。早め早めの部品交換等、日々のメンテナンスで大規模修理に繋がらないように計画的な修繕を実施する必要がある。また、建物の外壁等のメンテナンス（塗装等）も必要である。

	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	桑原史成写真美術館運営事業
	桑原史成写真美術館の維持管理・運営
	年間
	桑原史成写真美術館
	2,935
	2,833
	入館者数　1,118人

１．展　示

・春期展：激動の韓国50年－父子大統領2代の縮図
・夏期展：ロシア（Russia）
・秋期展：水俣事件Minamata disease Disaster
・冬期展：筑豊とその子供たち
２．備品購入　・中国（10点）

評価：夏の豪雨災害の後でも、入館者数の減少が見られないのは、報道写真或いは桑原史成氏に関心のある方が来館しているものと思われる。昨年は、桑原氏のライフワークともいえる「水俣」についての出版や東京、大阪で写真展「水俣事件Minamata disease Disaster」が開催されるなど中央での注目度が増している。町としても、桑原氏の原点ともいえる「水俣」の展示を行い、より町民に親しまれる施設になるように事業を行ってきた。
　また、写真美術館の事業ではないが、木部小学校の児童を対象とした写真教室を開催に協力している。
課題：展示室奥のフリースペースを活用して、桑原氏の代表作である水俣や竹島の写真を常時展示するスペース設けるほか、町内の方から寄贈して頂いた「カメラ」を展示するスペースを設置したい。合わせて引き続き計画的な資料の収集が必要である。


○ひとづくり事業                                                                                      　　　　　　          （単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	鳥取市鹿野町交流事業
	友好交流都市との交流事業
	町民
	9月21日～22日
	鹿野町
	216
	210
	隔年で訪問と受け入れを行っており、今年度については、訪問の年であった。各種地域づくり団体との交流を行う中、城下町の見学も行い、当町におけるまちづくりの参考となった。今後は歴史を生かした交流のほか、スポーツや経済的な交流を検討するなど交流のあり方について検討していく必要がある。

	講演会の開催
	津和野に残されている古文書の保存及び活用のため、読める人を育成していく。
	町民
	3月12日

3月26日

	津和野町民センター
	229
	222
	25名の登録があり、平均16名の参加があった。参加者の人数としては多いと感じており、町の文化に触れたいという町民が多数いるという裏づけとなるのではないかと考える。

課題：比較的簡単な内容を実施したので、次年度からは習熟をしてもらえるような企画をする必要がある。

	学校における音楽鑑賞会
	本物の音楽に触れる機会を設けるため、トロンボーン奏者　小野隆洋氏、ピアノ奏者　門屋寛子氏を招き音楽鑑賞会を開催した。
	小学生
	2月19日
	日原小学校体育館
	117
	112
	ピアノとトロンボーンの2重奏による演奏会で、教科書に載っている選曲で、小学生にも有意義な時間となった。

課題：今回は日原地区での開催であった。H24年度は津和野地域であり、毎年、日原・津和野の両地区で本物の鑑賞する機会を設けていく必要がある。

	０歳児からの人づくり事業
	子育てに関し、各課を横断したプロジェクトチームつくり、共通の意識を持った取り組みを行う。
	子育てに関わる課の担当者
	6月～

会議を年に2回実施
	津和野庁舎
	290
	290


	子育てに関して協議することで課を超えた協力・連携ができ、情報共有の場となることもできた。

また、今年度より就学前の子どもの保護者に対し、子育て応援ファイル「のびのびファイル」の配付、乳児の保護者に対し、絵本の入った「ブックスタート・パック」の配付を開始した。

さらに、親子読書会を開くことで絵本と親しむ楽しさを、保護者をはじめ、子どもに関わる人たちに伝えることができた。
課題：今後は、町の現状をふまえて、子どもの育ちに関してどのよう取り組んでいけばよいかをしっかりと協議していく必要がある。


○公民館事業
（津和野中央公民館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	県立石見美術館バスツアー
	県立石見美術館で開かれる企画展を鑑賞し、地域文化の振興を図る
	町民
	年間（各企画展毎）
	県立石見美術館
	0
	0
	グラントワ利用促進協議会の助成金を活用。年４回開催。

課題：すべての企画展で開催するのではなく、より参加者が多いと思われる企画展を吟味していくことが今後の課題である。


	納涼・新春囲碁大会
	地域文化の振興を図り、参加者の交流と親睦を深めることを目的とする。　　　　　　　　　　　
	町内外囲碁愛好者
	中止
1月20日
	町民センター
	14
	8
	町内外より参加者を募り、津和野囲碁クラブと一緒に大会運営を行っている。　納涼囲碁大会は災害のため中止した。
課題：高齢化が進み参加者が少なくなってきている。町内で開催する数少ない大会であり、継続してできるよう囲碁クラブと協議していきたい。

	講座
	『陶芸教室』
陶芸に挑戦をし、趣味の世界をひろげる
	地域住民
	12月19日

1月20日

3月　7日
	町民センター
	100
	56
	社会人講座、趣味の講座として開講した。挑戦してみたいけれども、なかなか挑戦することができない、というテーマのものを選んだことや、講師を町内の方にお願いしたことで、とても好評であった。

課題：平日の開催のため受講者層が限定された、休日の開催も検討していきたい。

	
	チョウジソウ（丁字草）観察会
	地域住民
	6月2日
	地倉沼
	
	20
	津和野地域のシンボル青野山の麓にある地倉沼で実施した。開花時期が合い群生した情景を見ることができた。

課題：９号線から現地まで車両で往来が可能となったが、悪路であるため、運行できる車両（軽４WD）の確保が必要である。

	
	男子力アップ講座
	町民
	7月18日

10月26日
	町民センター
	県費
	―
	町内のイタリア料理シェフを招聘しパスタ、スイーツ作りの講座を行った。初めての事業、また若者（20歳～40歳）をダーゲットにした事業であったため参加者は少数であったが、参加者には満足していただけた。

課題：内容等について若者のニーズを調査していきたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	水彩画教室
	水彩画を通じて、受講者間の親睦と交流を図るとともに、文化意識の向上を図る。　　　　　　　　　　
	地域住民
	毎月第１・第３水曜日
	町民センター

研修室
	0
	0
	津和野出身の水津保美先生を講師とし開催した。毎回季節の花等をモチーフに作品を作成している。

町民センターロビー等で作品の展示を行い、受講者の意欲の向上を図った。

課題：受講者の新規開拓が課題である。


	つわの英会話教室
	町民の英会話力の向上と、受講者間の親睦と交流を図る
	町民


	毎月第２・第４月曜日
	町民センター

研修室
	0
	0
	ALTを講師として、約５名の方の参加があり、参加者同士も打ち解けて、なごやかな雰囲気で教室が行なわれた。

課題：受講者の新規開拓が課題である。

	高齢者支援


	地域内（木部・小川・畑迫・津和野）の老人クラブ連合会活動の支援（健康増進、生きがい対策）


	津和野地域老人クラブ会員
	年間
	町内
	0
	0
	津和野地域の老人クラブ連合会と共催でスポーツ活動、文化活動を行なった。グラウンドゴルフ大会、GB大会、ふれあいスポーツ大会、作品展、会員研修等をおこない、高齢者の健康、生きがい対策となった。

課題：超高齢化社会が迫っている中で、組織強化が望まれる。（若手会員の獲得）

	0歳児からの教育
	乳幼児期に人としての基礎をしっかりと築くことにより、自立した一人の人間として力強く生きていく力を身につける。
	地域住民
	3月2日


	町民センター

大集会室
	20
	16
	子育て支援センタ－、津和野中央公民館の共同開催で子育て講演会を実施した。託児所も開設し親子で参加される家族が沢山おられた。終始「笑顔、笑い、涙」と参加者には過去の経験、心の中で格闘が見え隠れしながらも、熊丸みつ子講師のマシンガント－クで有意義なひと時を過ごすことが出来た。参加者にも好評であったものと思われる。


（津和野公民館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	青野山ハイキング
	”こどもの日”に併せ、町内の子どもと保護者を対象に、青野山頂上まで登る。自然体験を通じて自然を愛する感性を育成し、親子のふれあいを図る。
	地区内の子どもと保護者

町民

町外者
	5月5日

	青野山
	10
	0
	今年度で第53回目の開催となった。天候にもめぐまれ町内外より大勢の参加があった。会の企画から運営まで、町内の各団体との協力事業で行い、改めて協働の大切さを実感する事業である。

課題:自然体験学習としての事業であるが、学校なども同時期に遠足を企画しているため参加者が減少傾向にある。参加募集範囲の拡大も検討したい。


	殿町盆踊り大会
	殿町通りにおいて盆踊り保存会・商工会女性部・本町商店会と協力して開催する。
	町民

町外者
	8月15日
	殿町通り
	32
	29
	県指定無形民俗文化財”つわの踊り”を継承する盆踊り保存会の方々に毎年「お囃子」「踊り」をお願いしており、生演奏での踊りを行っている。
課題：予算の確保や保存会の高齢化、イベントの重複等の課題がある、継続に向けた今後の在り方について検討する必要がある。

	家庭教育学級
	親子で共に学習活動をすることによって、親子の絆を深める。
	地区内の親子
	2月8日


	町民センター調理室
	24
	12
	2/8地元幼花園の調理師を講師に招き、幼花園の園児を対象にした親子料理教室を開催した。6品を作成し親子共に熱心に取組まれていた。

	女性学級
	各種活動を通じて、女性活動を活性化する
	地区内の女性
	6月19日
	リサイクルプラザ

町民センター
	30
	10
	町内の女性団体である津和野婦人会を中心に受講があった。各テーマとも大変好評であった。（6/19吉賀町リサイクルプラザ施設見学、分別学習、12/5押絵教室、3/31講演：「いきいきすこやか」：日本赤十字社）

課題：若い女性もターゲットに今後企画していく必要がある。

	
	
	
	12月5日

3月30日
	
	
	
	

	青少年育成活動の推進
	津和野地区青少協と連携し次代を担う青少年の育成を図る。

1.あいさつ運動

2.通学合宿協力

3.青少協キックベースボール大会
	地区内外小・中学生・保護者・津和野地区青少協会員
	7月1日

7月16日

11月1日

11月15日

7月8日～11日

中止
	町内各所

小川公民館
	0
	0
	各事業をとおし、学校・家庭・地域が連携し、協力体制をつくりながら青少年の育成の取組みを進めた。キックベースボール大会は災害のため中止した。
課題：各種の事業を実施するにあたって、地区公民館長の体制が整っていないため、地区住民への周知や協力体制が十分とれない。今後、体制の整備を図る必要がある。



	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	健康保持・増進活動
	1.自治会連絡協議会GG大会
2.健康を守る会

健康ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会
3B体操
	地区民
	1.8月26日

10月27日

2.11月4日
毎月２回
	1.嘉楽園
鷲原公園

2.下関市
町民センター
	0
	0
	GG大会については２回開催した。２回とも50名以上の幅広い年代層より参加があり、大いに盛り上がった。健康ウォークも毎年高い需要があり、大型バス満車の参加で、海岸沿のウォーキングを皆さんに楽しんでいただいた。


（小川公民館）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館運営委員会
	公民館主催、共催事業の計画、運営について協議した。
	地区公民館

13名

団体長他
10名他
	6月7日

8月29日

10月1日
	小川公民館
	164
	147
	二つの大きな事業の地区民運動会、地区民作品展は、毎年開催しているので、運営についてはスムーズに行っている。

課題：その他の事業の参加者について偏りがあるので、運営委員会の開催を増やし、呼びかけ連携をしていく必要がある。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館講座
成人学級

（めだか学級）


	知識や技能の習得、受講生間の親睦と交流を図るために実施した。

①郷土を学ぶ教室

②物作り教室、陶芸

③　物作り教室、

こけ玉２回

④郊外学習

⑤移動学習

⑥人権・同和教育学習
	小川地区住民他


	年間6回

①8月20日

②9月18日

③10月23日

　11月6日

④11月14日

⑤11月21日

⑥3月７日
	　
①小川公民館

②〃

③〃

④山口県阿東

⑤福岡県小倉

⑥小川公民館
	112
	54
	学級生の意見を参考にし、新たな教室を開催した。郷土を学ぶ教室は新たな津和野の学びの提供を行い、郊外学習では、農場見学、体験など行った。移動学習では、企業の製造工場2社の見学を行った。物作り教室は、仕上げた作品を作品展で展示を行った。人権・同和教育学習では、「それぞれのふるさと」という演題で同和地区の学びやハンセン病についての歴史を正しく理解することを学んだ。いずれの講座においても、多様で幅広い学びを行うことができ、参加率が高く好評であった。受講者：26名

課題：毎回感想等をとって地区民のニーズに応えられるよう計画していきたいと考えている。

	公民館講座

家庭教育学級
	就学前の子どもを持つ親子を対象とし、家庭教育や親子の絆作りと受講生間の親睦と交流を図るために実施した。

①ベビーマッサージとハンドマッサージ教室

②子育て講演会
	小川地区住民

就学前の子どもを持つ親子

津和野町民
	①11月26日

2� 3月2日
	①小川公民館

②津和野公民館
	10
	10
	ベビーマッサージの資格を有する町内の方に講師をお願いした。対象者が限られているが、参加者同士の交流、親子の絆づくりができた。

子育て講演会については共催事業で実施した。講師の体験談など交えた内容に参加者は共感しているようで好評であったと思われる。
課題：参加対象者に変化をつけ、回数を増やし、子どもの月齢に合わせた内容を行っていきたい。
託児があることで参加しやすいようであるので検討したい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	図書貸出事業
	図書に親しむための場の提供
	津和野町民
	年　間
	小川公民館
	0
	0
	貸出し冊数はあまり変化がみられなかった。

課題：既存の図書の整理を行い、公民館利用者のニーズに合わせて県立図書の活用も考えている。また、借りる人が固定化しているので、引き続き広報などで周知する必要がある。ゆっくり読書が出来るような読書スペースくつろぎの空間の確保も検討したい。貸出：30冊

	作品展
	農林業及び教育文化の指導展示、共催行事などを行い地域の振興と住民の親睦を図る。
	小川地区住民
	11月10日
	小川体育館及び

小川公民館
	5
	5
	農作物の展示及び各サークルの展示、各団体や個人の成果発表の場や交流の場となった。共催事業のロードレースも小雨の中、参加者の要望があり開催することができた。また、新たに神楽公演を行うことで、会場が活気付いて盛り上がりを見せ非常に好評であった。引き続き活性化に繋がるような内容などを検討していきたい。

	運動会
	スポーツを通して異世代間の交流を図る。
	小川地区住民
	10月6日
	小川体育館
	34
	34
	体育連盟を中心に体育事業はスムーズに行われている。毎年、児童館と合同で開催しており、若い世代の参加、交流に成果を上げている。天候に関わらず初めから屋内での開催にしたため、競技の進行、準備片付けがスムーズであった。幼児や高齢者の体力への配慮にも繋がってよかった。

	青少年の育成のための各種団体・サークルへの支援
	青少年の健全な育成のための事業支援を行う。

①夕涼み会

②夏休みﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ缶拾い

③春休みﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ缶拾い＆ﾁｬﾚﾝｼﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ大会
	津和野町民
	1 7月23日

②8月18日

③3月31日

	①小川公民館

②寺田山入線沿道

③寺田山入線沿道及び小川
	0
	0
	ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動や夕涼み会が定着しており、地域に浸透してきているようです。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動はその後の時間を使って楽しく交流できる活動を行ったことにより参加者が多かったように思う。夕涼み会ではスポーツで異世代間交流、夕食準備、配膳を共にしながら学び、人権・同和教育のビデオ観賞を行うなど充実した学びの場となりました。若い世代の大人の参加があるので、地域の担い手育成にも繋がっている事業である。通学合宿については地域の意識も高く、ボ


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	青少年の育成のための各種団体・サークルへの支援
	④ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ清掃事業

⑤通学合宿

⑥子どもダンス教室

⑦体育館開放事業
	
	④10月19日

⑤7月8日～10日

⑥10月９日より月2回通年

⑦1月20日

～3月31日
	体育館

④小川地区内県道

⑤小川公民館

⑥小川公民館

⑦小川体育館
	
	
	ランティアとして参加協力をしている。また、今年より開催されることになった小、中学生対象のダンス教室は参加者が多く好評で、子どもたちの意欲が感じられる。

体育館開放事業も浸透してきている。スポーツ推進委員の指導をいただき、更なる内容の充実を図りたいと考えている。

課題：他の事業と日程調整しながら参加しやすいよう計画する必要がある。ダンス教室についてはイベントなどで発表を行えるような機会や情報の提供を行っていきたい。

	地域活性化のための各種団体・サークルへの支援
	スポーツ、健康維持推進活動を通して、地区住民に場所と人が集う機会を提供し、地区活性化のために健康作り、人づくり、地域づくりをするための支援を行う。

①ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ　ﾘｰｸﾞ戦

②ﾌｧﾐﾘｰﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝﾘｰｸﾞ戦

③健康づくり大会

④フィットネス

⑤健康ｳｫｰｸ(年2回)

⑥健康ｳｫｰｸ

⑦地区民ﾊｲｷﾝｸﾞ

⑧地区民ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会

⑨グラウンドゴルフ大会

⑩ふれあい卓球大会

⑪健康料理教室
	津和野町民


	①通年

(毎週水曜日)

②通年

(隔週月曜日)

③7月7日

④6月から12月まで(11回)

⑤６月23日

⑥３月８日

⑦11月18日

⑧11月11日

9� 12月1日

⑩3月1日

11� 通年
	①～④

小川体育館

⑤広島県世羅郡

⑥福岡県小倉

⑦山口県長門峡

⑧公民館前

⑨津和野池村

⑩小川体育館

⑪各自治会
	
54
	50
	他団体との共催事業が主で、諸行事を通して地区住民の交流と人材育成を図ってきた。

スポーツ事業は、活発に継続的な事業展開がなされ、体力づくり、健康な体づくりに対する啓発に成果を上げている。参加者も地区外の方も増えており、良い交流の場となっている。

ソフトバレーについては、益田の大会への積極的な参加チームがあったり、同好会ができるなど活動の幅に広がりが見えてきている。

フィットネスについては今年度は町内の方に講師をお願いし、行った。少しずつではあるが、30、40代の参加があった。

それぞれの自治会で行っている健康料理教室では今年度は

6自治会と多くの自治会が行っている。内容についても、保健師や消防士等を招き充実した内容で行っているのが見受けられた。

各行事の運営については、運営委員をはじめ、各団体から役員も出てスムーズに行っている。少しずつではあるが若い世代の参加者が増えているようである。

課題：誰もが参加しやすいよう事業をタイアップするなどの工夫が必要である。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	地域活性化のための高齢者への支援
	青野寿会への支援を行っている。

①親睦研修旅行

②親睦研修旅行

③健康料理教室
	小川地区民
	①６月18日

②３月12日

③2月21日
	①萩市

②山口市

③小川公民館
	4
	4
	新規会員の募集、地域老連事業参加の呼びかけ等、新事業の手配等の支援を行いながら、地域の皆さんとの交流を行っている。

課題：若手の会員を増やし、会の中心となって活動できるような人材を育てる必要がある。

	伝統文化の継承事業への支援
	小川奴行列
	津和野町民

（奴保存会）
	11月24日
	津和野町町田～駅通り
	0
	0
	地域の伝統文化の伝承という観点から、重要な位置づけをしており継続して行きたい。小学校からの依頼で衣装、道具貸出、また講話に行くなど、子どもたちと共に学ぶ事ができた。

課題：会員が高齢化してきているので、若い世代に呼びかけ会員を増やしたい。

	学びの協働推進事業
	里芋の植え付け

奴の講話、指導などの学習支援
	津和野小学校児童

町内支援者
	6月

11月
	津和野町内

津和野小学校
	0
	0
	学校からの依頼に応じた支援を行った。

課題：学校と情報交換しながら、既存の事業で学びの場を広げていきたい。


（畑迫公民館）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営委員会の開催
	公民館主催及び共催の主要行事について、実施に向けた企画・運営について協議を行った。
	運営委員

　25名

（地区公民館長18名を含む）
	年3回

5月10日

9月24日

2月26日
	畑迫公民館
	36

	16
	過去に畑迫小学校との連携をとった活動もできるものについては、継続して行った。各事業とも地域住民の参加しやすいように配慮した内容になるように協議した。

課題：主要行事の協議だけでなく公民館事業全体の企画・運営に関する事項の協議が必要と考える。

	公民館だより発行
	地区内外の情報や話題を発信した。


	地区住民
	毎月発行

年12回
	各戸配布
	20
	20


	行事の様子、写真や、参加者の声なども掲載し情報提供を行った。

課題：事業の報告ばかりになりがちなのでより地域に密着した話題の提供に心がける必要がある。


	図書事業
	多様な知識習得の要望に答えるため、図書貸し出し事業を行った。


	地区住民その他


	随　時

年間　月2回
月1回程度


	畑迫公民館

畑迫保育園
津和野小学校


	2
	2
	図書の貸し出しは定着している。今年度は、116冊の貸し出しがあった。津和野図書館からの移動図書も楽しみに待っておられる方もいるので、引き続き行っていきたい。読み語りで使う絵本などの児童図書も、津和野図書から借り受けて利用している。

課題：利用しやすいように図書を整理する必要がある。読み語りボランティアは現在5名で対応しているがもう少し増やしたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	女性学級
	畑迫地区の女性を対象とした学級で、知識や技能の習得、受講生間の親睦と交流を図るのを目的として実施した。

1 開講式/音楽で楽しもう

2 移動研修（広島県宮島）

3 干支の押し絵

4 アートフラワー

5 軽運動/室内ゲーム

6 料理教室＆人権・同和問題研修
	地区女性
	8月～1月

6回

　　　　　　

　
	畑迫公民館

その他
	68


	49
	受講生が熱心で活発に行われている。

学習内容については、受講生で協議して行い、各教室の担当者を決めているので、協力的で進行等スムーズだった。カリキュラムの中に人権・同和問題についての研修を入れている。

課題：受講生が意欲的なので事務局としても魅力のある様々な講座を準備しておく必要がある。受講者数22名

	成人学級
	畑迫地区民を対象とした学級で、知識や技能の習得、受講生間の親睦と交流を図るのを目的として実施。

1 手作り映画に親しむ
2 書に親しむ
	地区住民


	1月26日

3月14日
	畑迫公民館


	22


	22


	今回初めてアマチュアの映画観賞会を行った。参加者の男女の比率は半数で、好評であった。次回も開催を望まれる方が多かった。参加者数14名

「書に親しむ」は、今回は開催日が遅くなり、日程の設定に無理があった。参加者が少なかった。参加者数4名

課題：男性（特に壮年）の参加を増加するためのテーマ選定及び仕掛けが必要。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	人権・同和教育


	地区住民を対象に各機関と連携して、人権同和教育研修会を行った。

①「今子どもたちが学んでいる人権・同和教育について」

2 「新ちゃんのお笑い人権高座」
	地区住民
	1月12日

3月18日
	畑迫公民館
	10
	0
	津和野中学校または同和対策推進協議会との連携で研修会を行ったことで、地域の方が、参加しやすかったのではないかと思う。

①参加者26名

②参加者31名

課題：多くの方に参加していただくにはどうしたらいいのか、今後も様々な工夫を凝らしていきたい。

	家庭教育学級（0歳児からの教育）
	子育て世代のについて勉強会を行った。

①おいしく食べて元気な体を作ろう

健康福祉課、保育園、児童館と津和野地域公民館４館の共催で保護者、職員を対象に講演会を行った。

②子育て講演会「うちの子、最高！」


	保育園児と保護者

	1月25日

3月2日
	畑迫公民館

町民センター
	20
	20
	この日は畑迫保育園保護者の料理教室ということで「食育」を計画したが、インフルエンザのため参加者は少なかったが、メモを取るなど大変熱心だった。

参加者4名

講演会参加者41名

課題：乳幼児を持つ保護者が参加しやすい日時に設定する必要がある。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館ふるまい推進事業
	地区内の保育園児と保護者を対象として、伝統文化に親しみ礼儀作法を身につけることを目的として開催。「はじめての茶の湯」
	保育園児と保護者
	6月29日

10月26日
	堀庭園屋敷
	県費
	－
	県の公民館推進事業を受けて開催した。地区内にある名勝「掘庭園」で行ったことで、ふるまいを身に付けることと同時に郷土の良さを知ってもらう良いきっかけになったのではないかと思う。次年度も行いたい。参加者延べ55人
課題：今年度は対象を畑迫保育園の保護者と園児だったが、来年度はもう少し広げたい。対象者を誰にするのかが課題である。

	青少年健全育成環境浄化活動
	子育て世代の運動の推進と子どもと一緒に体を動かし、親子のふれあいを目的する、エアロビクス教室を開催した。
	子育て世代

保育園児・小学生・中学生
	5月～10月

6回開催


	畑迫体育館
	30
	30
	仕事を持つ子育て世代を対象に子どもと一緒に参加できる教室を目標に開催したが、参加者が少なかった。
参加者延べ46名

課題：参加者には好評であったが、来年度は日時など内容を検討したい。

	講座

「もっと知りたい畑迫」
	郷土の貴重な宝を後世に伝えると同時に、大切に守り活用していく為に、旧畑迫病院の修理と旧堀氏庭園の失われた建物について現地で勉強会を行った。
	地区住民
	6月21日
	旧畑迫病院


	0
	0
	地区住民にとっては関心の高い内容であったと思う。参加者には好評であった。
参加者20名

課題：今後は畑迫の各地区に出かけ、畑迫を知る講座としたいが、魅力ある講座にするためには、内容を検討する必要がある。




	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	健康保持増進活動の推進
	畑迫体育連盟、畑迫保育園声かけ会と連携し、スポーツ行事や生活習慣病予防の観点から料理教室等、地区住民の健康保持増進事業に取り組んだ。
スポーツ祭

ふれあい大運動会

町内駅伝大会参加

研修会1回

健康料理教室2回

男性料理教室2回

健康ウォーク2回

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ交流会1回

健康づくり（軽体操）2回

モロヘイヤ苗各戸配布

声かけ会だより3回
	地区住民

	年間
	地区内その他
	70
	70
	スポーツ行事・健康教室等の実施を通じ、地区民の交流と健康に対する啓発を行った。今後も更に高齢化、独居化が進行する中で、声かけ運動（友愛活動）を実施し、不安感、孤立感を軽減していく活動として重要である。地区民運動会は、畑迫保育園・体育連盟と共催で「ふれあい大運動会」として開催するようになって２回目になるが、約150名の参加があり、地区住民と保育園児や保護者との交流の場となった。

課題： 「ふれあい大運動会」では、地区住民に広く参加を呼びかけるためには、実行委員会などの組織が必要ではないかと思う。健康保持増進事業については、健康志向が増す中ではあるが、男性の参加が全体に少ない。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	地域づくり活動


	地域づくり団体「ふるさ
と畑迫」と連携し、住み

よい地域を創っていくこ

とを目的とし地域づくり

に取り組んだ。
離郷者への当地の情報発
信と交流を図ることを目
的として、「ほたる祭
り」・「あじさい健康ウ
ォーク」の開催、広報「ふ
るさと畑迫」の発行、「ふ
るさとの味」の発送を行
った。地区内にある花壇
や、「あじさいロード」
の管理、手入れを行った。
	地区住民


	年間
	地区内
	0
	0
	横瀬の「ほたる」と「あじさいロード」は、畑迫だけでなく、津和野町の観光スッポットとして、定着してきた。近年規模を縮小し、新しくなった「ほたる祭」も地区民に定着し、大勢の人で賑やかに行われた。少数ではあるが、手伝ってくれる地域の若者も年々増えている。参加人数250名。
「あじさい健康ウォーク」に地区内外から60名の参加があった。

課題：蛍やあじさいのシーズンになると公民館に問い合わせがある。観光資源としてだけでなく、地区住民の憩いの場として、引き続き環境整備していく必要があるが、草刈、花摘み等の作業の参加者が少ない。


	堀庭園の活用について
	堀庭園を地域でどのよう
に活用したらいいか意見
交流会を行った。
	地区住民
	3月1日
	堀庭園屋敷
	0
	0
	名勝堀庭園は畑迫地区の宝である。地区住民が参加して屋敷の中で意見交流会をしたことで、より深く堀庭園について考えるきっかけになったのではないかと思う。29名の参加があった。
課題：地区に住んでいる私たちが堀庭園の価値を理解しあ次世代に伝えていく必要がある。今後も勉強会を行っていきたい。



	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	畑迫生活展
	生涯学習や公民館活動の成果を発表する場として、さらには公民館活動やサークル・個人で製作した文化作品の展示や農産品の品評会に出品することで学習意欲を高めるねらいがある。文化作品の展示・農産物の品評会・演芸会を行った。公民館事業も写真や活動報告等展示した。
	地区住民


	11月17日
	畑迫体育館
	42
	42


	地域住民の心を豊かにし、日常の生活に潤いと活力を与え、子どもから高齢者までが、交流する場として、重要な行事である。朝から昼食用のバザーの準備などで各種団体などが準備を行った。午前中は保育園の発表があるので、午前中から来場し、昼食を会場で済ますことができるので、喜ばれている。演芸会については住民が出演をすることにより、その地区の活性化に繋がる。今後も地区住民で取り組みたいと運営委員会で確認した。

課題：会場の準備などが役員の高齢化で大変になってきた。　　　　　来場者数160人


	地区安全啓発活動の推進
	畑迫安全クラブと畑迫地区婦人会と連携し、地区内の安全保持のため、春秋の全国交通安全運動期間中を中心に交通安全への啓発活動を行った。

1 ミニテント村1所

2 交通安全パレード


	地区住民
	年間
	地区内
	0
	0
	警察署より講師を招き交通安全講習会を開いている。参加者は大変熱心に講習を受けている。引き続き交通安全への取り組みを継続していくと共に、犯罪の多岐多様化や地方への発生が顕著になりつつある中、高齢化、独居化が進む現状にある今日、被害防止に向け、関係機関との連携を図り、啓発活動を図っていく必要がある。期間外においては津和野警察署と連携し、公民館においても、警察署からの情報や、交通事故、犯罪防止の呼びかけを行った。
課題：講習会の参加人数が少ないので、内容、日時等を検討していく必要がある。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	青少年育成活動の推進
	青少年育成協議会、津和野小学校、津和野中学校と連携し、次代を担う青少年の育成を図る。

注連縄づくり

とんど焼き
子育て講演会


	地区民

保育園児

児童・生徒
	年　間

12月21日

1月18日

2月15日

	地区内

畑迫体育館

畑迫グランド
公民館


	0
	0
	ふるさと教育推進事業について「学びの協同津和野エリア協議」を母体組織とし、津和野小学校・津和野中学校と連携し、各種団体や学習支援パートナーの協力要請を行い活動した。「子育て講演会」では、今、家庭や学校で問題になっているメディアと子どもとの関係についての講演会を行った。注連縄づくりやとんど焼きなどの地域の伝統行事として今後も伝承していきたいと思う。地域の多様な人材を発掘し、子どもたちにふるさとを知り、ふるさと愛を育んでもらうような事業を行っていきたい。

課題：子どもの参加者が少ないので内容を検討する必要がある。

	高齢者活動の支援

	緑寿会（老人クラブ）の連合会の活動を支援した。

　畑迫グランドの整備

　公民館花壇の整備

　役員会　

　一日研修旅行

　グランドゴルフ大会

　ふれあいスポーツ大会
	地区高齢者

緑寿会会員


	年間
	畑迫公民館
その他
	4
	4
	緑寿会を中心に高齢者対象の様々な活動を支援した。日ごろから公民館の各事業においても協力をいただいている。
課題：緑寿会の役員も高齢化で、何かと支障があり、今後も支援していく必要がある。




（木部公民館）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館報の発行
	毎月1回「木部公民館報」を発行し、地域住民に公民館・各団体事業・各サークル活動の情報提供を行った。
	木部地区住民
	毎月発行
	木部地域内
	0
	0
	毎月1回、木部地域の各戸に配布した。公民館事業はもちろん、各団体などの事業内容を掲載し、地域住民の皆さんに知っていただく。

より多くの皆さんに参加していただけるようにしていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	運営委員会の

開催
	公民館の運営・事業の計画、実施について審議する。
	運営委員　　　　

(団体長他16名

地区公民館長14名）　　　　　　　
	4月　4日

8月　3日

11月6日
	木部公民館
	48
	26
	年間事業計画と報告を行い、主要行事である地区民体育大会、すごうた祭り、文化祭の企画・運営についても協議を行った。
公民館や地域全体に対する話なども出た。　　　　　　　　　

	女性学級
	健康で豊かな心をつくり、人とのふれあいを大切にする。

・干支の押絵
・手芸教室　　　　

・町外研修

・人権・同和問題講演会　　　
	木部地区住民


	年4回

10月～3月
	木部公民館他


	30
	10
	受講者同士でどのような講座にするかを決めていただき、みなさんで助け合いながらも楽しく講座を行う。

人権・同和問題講演会には地域住民にも参加いただけるように館報で呼びかけをした。

課題：新規の参加者がおられないので、1人でも新規の方が入るように工夫したい。　（受講者　12名）

	成人学級


	知識や技能の習得を通じて、人と人の親睦を図る。


	木部地区住民
	3月
	木部公民館
	20
	20
	簡単な竹細工を行った。（花瓶敷き・一輪ざし）
地元の方を講師にお願いし、初めての竹細工ということもあり、10名の募集にした。

前向きな意見が聞けたので、来年度以降も検討したい事業となった。　　　　　　　　（受講者　9名）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	家庭教育学級
（0歳児からの教育）


	講演会等を開催し、子育てに対する認識を深める。
	町内　　　　　　
	3月

	町民センター
	30


	20


	健康福祉課と保育園・児童館・津和野地域の4館公民館とで共催し、熊丸みつ子さんを講師に講演会を開催した。
当日参加ＯＫという事もあり、参加しやすかったと思う。

課題：開催日等を検討して、参加者を増やすためにどのようにしたらいいのか考える必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者　41名）

	青少年健全育成と活動の推進
	スポーツを通じて青少年と大人との交流の場を広げ、青少年と地域住民の体力の向上を図る。

「ふれあいソフトボール大会」
	木部地区青少年育成協議会
	未実施
	木部小学校
	0
	0
	7.28の大災害のため、地域の方達と話し合いの上中止。
毎年続けている行事なので、来年は行いたい。

	すごうた祭り


	盆の行事を通して、地域住民の親睦と、里帰りした人たちの楽しい思い出作りの場になる。
	木部地区住民

帰郷者　　他


	未実施
	旧木部中学校　　　　　　　
	0
	0
	7.28の大災害のため、地域の方達と話し合いの上中止。

伝統行事でもあるので、今年度話し合った内容を重視し、来年度以降は開催したい。

	木部地区民体育大会
	木部地区民、保育園児、小学生も参加して、チーム対抗の運動会で、地域の親睦を図る。　　　　　　　　
	木部地区住民　

保育園児・小学生　　　　　
	4月21日


	旧木部中学校体育館（雨天のため）
	70
	70
	木部地区の３大行事のひとつで、伝統の行事でもある。
若い人の参加者が増えつつある。
準備・競技・片づけも皆さんの協力によりスムーズに行うことができた。　　（参加者　約300人）


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	木部地域歴史文化財保全活動
	木部地区民としての立場から郷土の歴史を研究し、石見文化の発祥の地としての誇りをもち、祖先の残した文化遺産を守り、正しく後世に伝えると共に、木部地区の歴史的価値を広く社会に伝えることを目的とする。
	歴史を守る会
	年間
	木部公民館他
	0
	0
	会員の皆さんは、地道な努力と活動により、木部の史跡を守り続けている。皆さんが集めた多くの木部の歴史に関する資料や、活動をなんとか若い世代に引き継いでいきたいと思っている。
課題：会員の減少や後継者がいないのが現状である。

	木部地区敬愛文化祭　　　　
	木部小学校学習発表会と地域の文化祭とを合同で行う。　　　　　　

収穫の秋を祝い、地域の振興と住民の親睦を図る。　　　　　　　　
	木部地区住民

木部小学校・木部保育園
	11月24日
	木部小学校

木部公民館


	0
	0
	木部小学校の学習発表会、木部保育園とふれあいの場の皆さんとの合同演技、農産物展や各サークルの展示、バザー、演芸発表、共催行事としてグラウンドゴルフ大会や弓道大会（50周年）を実施した。バザーのコーナーでは、昨年に続いて中学生にも協力していただいた。農産物は、災害があったので出品が例年より少なかった。

多くの地域住民が参加することで、公民館活動や地域活動の理解と意識啓発を図る事ができ、有意義な文化祭となった。　（参加者：350人）
課題：寄付金によって賄っているので、財源不足である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	短歌教室
	講師の指導により短歌を勉強する。
	短歌会会員
	未実施
	未実施
	12
	0
	講師の方が高齢で今年は実施されなかったが、会員の方は個人で勉強をされ、短歌を詠み、文化祭にも展示された。

	健康を守る活動推進
	木部地域内の住民で組織し、関係団体組織との連携を保ち、健康の保持増進に寄与する事を目的とする。
・リフレッシュ体操
	木部地区住民　　


	年間

4回
　　
	木部公民館、町外他　　


	0
	0
	今年の健康ウォークは、雨の事も考えて場所を選んだ。好天に恵まれ、楽しんでウォーキングできた。（参加者　30名）

リフレッシュ体操は、男性の参加もある。（参加者　43名）
健康料理教室は、各自治会先着順のため4ヶ所で実施し

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	健康を守る活動推進
	・健康ウォーク

・健康料理教室

・健康診断全員受診の勧め　　　　　　　
	
	10月27日

4回　　　

随時
	
	
	
	た。まだ実施されていない自治会にも利用して欲しい。

	地区安全啓発活動の推進
	運転者協会と連携して、地区内の安全保持のため、春・秋の交通安全運動期間中を中心に、交通安全への啓発活動を行う。

婦人会と連携し、テント村を展開した。また、講習会等を実施し、交通安全について再認識してもらった。
	地区住民
	年間
	木部公民館他
	0
	0
	各自治会単位で役員を選出しており、春・秋の街頭指導やテント村などで地域の交通安全の啓発に努める。

浜田自動車教習所で、実地・学科を受講

　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者　20名）

夜間の交通安全、反射材の活用について講習会を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者　20名）

高齢者の電動三・四輪車の講習会を行い、事故防止を計る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者　7名）


（日原中央公民館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営審議会
	公民館事業審議
	審議委員5人

館長主事
	6月19日

3月28日
	日原山村開発センター
	75
	75
	平成25年度事業計画、報告、公民館の果たす役割について審議した。

	家庭教育・子育て支援事業
	子育て講座

・親子でふれあい体操

	乳幼児･保護者･関係者

38人

51人
	3月1日

3月8日
	青原保育園

日原保育園
	30
	30
	“ふれあい体操”をテーマに青原保育園では、ヨセフ体操教室の澄川吉正先生、日原保育園では3B体操の水上芳江先生と福原由美子先生の指導で、笑顔で楽しくふれあった。

保護者の感想文では、「久し振りに体を動かしました」、「運動不足が解消されました」とか、子どもとふれあうことで自分もリフレッシュできた満足感を味わえたことが伺えた。

	青少年健全育成事業
	夏休み！ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｻﾞ･ｻﾏｰ

・やきものづくり
・水鉄砲づくり

・天文教室、工作教室
・グラウンドゴルフ
・絵手紙
・昔のあそび

・グラントワ万葉公園

・にちはら地域めぐり
	小学生

42人（延べ）
10人

8人

9人

9人

13人
22人

7人
	7月23-24日、8月9日
7月26日

7月29日

7月30日
7月31日

8月1日
8月7日

8月21日
	日原山村開発センター

ほか

	47
	47
	地域の達人「ゆうゆうくらぶ」との共催。主にゆうゆうくらぶのみなさんに指導していただき幅広い事業展開ができた。述べ120人の参加があった。

やきものづくり、絵手紙では個性あふれる作品が完成した。工作では夢中になって何回も作り直してロケット作りに挑戦する姿が印象的だった。グラウンドゴルフではスポーツ推進員の協力でできた。万葉公園ではウォークラリーをしたりと、無事に終えることはできたが、夏の屋外での事業は熱中症対策等に十分な注意が必要である。昔のあそびでは意外にも“あやとり” で盛り上がった。

	
	子ども安全パトロール見守り隊

・日原小学校交通安全教室

・研修会
・交通安全講習会


	隊員19人(地域住民) 

12人

9人
7人
	活動は年間

5月21,23日

7月4日
12月10日


	主に通学路

日原小学校

日原小学校
通学路街頭


	47
	47
	見守り隊では隊員のメンバーは年間を通して登下校時、自主的に毎日快く子どもたちを通学路で見守っている。日原小学校交通安全教室にもボランティアで協力し、安全指導にも積極的に参加している。児童の減少、隊員の高齢化に伴い隊員が減ってきた。



	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	青少年健全育成事業
	ギターくらぶ
	中学生

3人
	毎週水曜

夕方
	日原山村開発センター
	47
	47
	木部中学校の使わなくなったギターを利用し、日原中学校に文化部がないことから発足し活動2年目。地域行事等に参加することを目的に練習し、あいこい交流文化祭に出演し好評だった。生徒は来年もレベルアップしてまた参加したいと意気込んでいる。

	
	ゆうゆうくらぶ支援
	メンバー13人
	年間
	児童クラブ

日原山村開発センター

ほか
	47
	47
	今年度、地域の達人を結集し「ゆうゆうくらぶ」を発足させた。事務局を日原中央公民館が担当。

児童クラブへの訪問、当館の夏休み事業の指導にメンバーを依頼し事業の幅が広がった。

1１月18日には児童クラブで“クリスマスリースづくり”を行い好評だった。（参加26人）

地域の祭り行事（11月10日：日原祭り）でも子どもたちを対象にした昔の遊び等をブースに活動したくさんの参加があった。

	文化事業
	第7回あいこい交流文化祭
	一般

500人以上
	2月23日
	日原山村開発センター
	0
	0
	あいこい交流文化祭実行委員会主催により開催。事務局として運営に協力した。通常業務を行う中で文化祭の事務局を担当することは負担になっている。

	
	演劇
	劇団員7名

ボランティア3名
	11月～2月


	
	6
	6
	劇団「もどき」を結成。はたせいじゅん脚本、大庭耕平編集の「日原屋のばあさん」を練習。あいこい交流文化祭芸能部門に出演。楽しく、おかしく、笑いに包まれたほのぼのとした劇で文化祭を盛り上げた。日原に元気をと取組み始めた活動である。

	各種事業
	英会話教室


	小学A　10人

小学B　13人

一般8人
	第2月曜日

第4月曜日

第2、第4月曜日
	日原山村開発センター
	42
	42
	ALTライアンが得意の言語学を生かし、キッズ・アダルトクラスとも楽しく進めている。アダルトでは英語の歌や映画を教材にして英語に慣れ親しめるよう努力している。キッズでは英語発音が難しいことからフォニックス学習（音声学）を取り入れた内容に取り組んでいる。H24キッズを卒業した子どもの保護者から中学校での英語の成績がとてもいいというお話をいただいた。

	
	環境教育事業
	小瀬地域
	6月30日
	小瀬地域
	
	
	地域清掃行事に共催。

	
	水彩画教室
	一般5人
	第2、第4木曜
	日原山村開発センター
	
	
	少人数だが日美展、文化祭にも参加。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	各種事業
	出前講座　料理教室
	一般20人
	1月9日
	滝元分館
	42
	42
	滝元分館に料理教室に講師を派遣し、協力した。

	
	人権同和教育
　人権ビデオ視聴会

　人権パネル展
	一般

公民館職員対象

展示
	年4回
5月30、6月14日

7月1日

12月4日～12月10日
	公民館だより
枕瀬分館

日原山村開発センター
	
	
	公民館だよりを通じて人権について毎回掲載した。
公民館での人権同和教育講座の参考にと公民館職員に呼びかけ枕瀬分館で人権ビデオ(益田人権センターから借用)の視聴会をしたが、出席者は毎回6,7人と少なかった。ビデオの中にはふさわしくないビデオもあったので事前に確認しておくことは必要だとわかった。

	
	ヨガ＆マットエクササイズ
	一般13人
	第1、第3金曜日
	日原山村開発センター
	
	
	健康・体力づくり教室として継続した。今年度からヨガに変更し行った。

	
	歴史講座
	一般9人

一般9人

一般9人


	7月20日
8月5日

11月7日


	池河地域

春日神社境内周辺

下瀬山
	
	
	「そんなところあったん！池河地域史跡めぐり」

「春日神社・忠魂碑・向城跡」

「下瀬山城跡」
日原地域の史跡は管理が行き届いていないことがわかった。史跡に上がる道路が割れていて、地震のあとのようなままだ。知らず知らずに埋もれていく歴史を後世に伝えていく必要がある。日原公民館共催。

	ハピジョイ計画
	女子力アップ講座
	独身女性8人

独身女性10人
独身男女8人
	7月27日

8月14日

10月26日
	ささや

日原山村開発センター
津和野町民センター
	県費
	－
	・浴衣着付講座

・ネイル講座

・手作りスイーツ講座

事業費は「しまね縁結び市町村交付金事業」から津和野町を通していただいた。男子力アップ講座は津和野中央公民館で主催し行った。（県費30万円）

各回参加者には好評であったが、参加者確保に苦労した。

公民館主事が独身者に声をかけたところ、チラシを各戸配布したにも関わらず、見たことがないと言われ、津和野町ホームページも見ない、CATVも見ないとのこと。若い人はニーズも多様で大勢で何かすることを好まない。これからは公民館フェイスブックが必要との声もある。

若い人にも公民館に来てもらい地域の活性化の一助となる事業にしたかった。継続することこそつながると考えるが、公民館相互、各機関等の連携協力なくしては難しい。来年度は残念であるが継続はしない。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	学びの協働推進事業
	学校、家庭、地域の連携体制を深めるコーディネーターとしての役割を果たす
	日原中学校生徒

町民
	年間
	日原中学校
	0
	0
	学校のニーズに合わせ。

地域講師相談、先輩講話相談、各種事業の紹介など、地域と学校を結ぶ協力、コーディネートした。

	広報事業
	日原中央公民館だより発行
	日原地域全世帯
	年４回
	日原区域各戸配布
	12
	12
	手作りで公民館情報、地域の情報を発信できた。

	共催事業
	関係機関団体連携事業

(内容は評価及び課題の欄に記載)
公民館保険適用
	町民・一般
	年10回
	安蔵寺
日原山村開発センター

ほか
	0
	0
	関係機関とのネットワーク充実、公民館連携ができた。

6月2日安蔵寺ブナ林自然観察会(教委)32人
11月3日　秋満喫in安蔵寺山(教委)60人

12月14日　日原駅伝(教委)96人
2月22日　日原ロードレース大会89人
3月2日　青少年の現状と地域に関わり講演会(日原公民館共催)20人
3月26,27日　少年団体ジュニアリーダー研修会(子ども会)21人


（左鐙公民館）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営委員会
	・事業計画、予算、事業実施状況、企画について協議（全3回）

・文化部会
	運営委員21名
	4月26日

10月31日

3月27日

10月24日
	左鐙公民館
	51


	31

	計画、企画、反省を行うとともに、関係機関の協力を求め事業運営がスムーズに行われた。

積極的な事業展開を考えていきたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	高齢者学級
	・運営委員を選任し学習内容を協議。

・地域行事への参加

・修養講話

・研修旅行（女性教室合同で実施）
	運営委員8名

地区住民30名

地区住民14名
	6月18日

年間

8月18日

11月11日
	左鐙公民館

左鐙公民館

広島県
	41
	41
	今年度の研修旅行は小学校の振替休日の日に合わせて行うことで参加者からも好評だった。また、保護者からも｢安心して仕事に行けた｣と好評だった。

高齢化が進み新しい事業を行うのは難しいが、老人クラブへの協力などを通して高齢者が外へ出る機会やきっかけ作りに力をいれたい。

	女性教室
	・運営委員を選任し学習内容を協議する。

・料理教室（夏バテ対策料理）

・研修旅行（高齢者学級と合同で実施）

・手芸教室

〃

・料理教室（豆腐づくり）
	運営委員4名

地区住民17名

地区住民15名

地区住民9名

地区住民7名

地区住民18名
	6月13日

7月7日

11月11日

5月15日

9月25日

2月15日
	左鐙公民館

左鐙公民館

広島

左鐙公民館

左鐙公民館

左鐙公民館
	41
	41
	今年度も1つ新しい事をしよう、ということで女性教室運営員会の際に話し合い、大豆づくりから豆腐づくりまで行うという事業を計画した。

手芸教室は定期的に行うことで参加者から好評である。また、教室開催時以外でも自主的に手芸材料を購入し作製する方もおり「手先を使った細かい作業をすることでリハビリ、痴呆の防止にもつながる」という参加者からの声も聞けた。

また、左鐙公民館だけでなく地区公民館を使った教室も行いたいと思っている。

	成人講座
	・EM石鹸づくり

・公民館まつり餅つき

・男の料理教室
	地区住民6名

地区住民

地区住民25名
	10月11日

11月23日

2月16日
	左鐙小学校

畳公民館
左鐙公民館
	24

	24
	環境保全学習もふまえ、老人会と共催でEM石鹸づくりを実施。作った石鹸は公民館まつりの景品として配った。

男の料理教室では中・高校生の参加もあり幅広い年齢層で交流をしながらの学習ができた。この日使った材料の中に前日に女性教室で作った手作り豆腐を使用するなどの工夫をしたことにより、参加者の食材への関心も深まった。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	スポーツ事業
	・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

・ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
	地区住民27名

地区住民25名

地区住民22名
	7月9日

3月13日

9月15日
	左鐙小学校

左鐙小学校

左鐙小学校
	8


	8


	グラウンドゴルフ大会では、小学校との交流大会を行い、普段なかなか小学校と交流を持つことが無かった地区民と小学校がスポーツを通して係わるきっかけをつくる。

ソフトバレーボール大会では環境美化活動の後に行ったことで、多数の参加があった。

	モデル公民館事業
	自主防災組織設立と防災計画の作成
	地区住民
実行委員
	年間

	左鐙公民館
左鐙小学校体育館

	県費：300


	県費：300


	県の委託事業「『地域力』醸成プログラム！事業で昨年度から実施している。

「ほどけない！固結びの絆をつくり、地域の団体が、個人が力を合わせて人を守る」を事業名に「自助」「共助」を目的とした自主防災組織の設立と防災計画づくりを進めている。

3年目となる今年度で県からの委託は終了であるが、今後も地区ごとにもっと密な内容にしていきたい。

	グループ育成
	・大正琴

・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ

・３B体操

・スポーツレクリエーション

・ソフトバレーボール
	同好会

同好会

同好会

同好会

同好会
	月2回

毎週土曜日

月2回

毎週金曜日

毎週日曜日
	左鐙公民館

左鐙小学校

左鐙公民館

左鐙小学校
左鐙小学校
	12
	12
	各同好会共に趣味の充実、普段からの健康づくりができ好評である。

今年度から、英会話教室は講師の方の都合により開催することができなくなってしまった。しかし、新たに健康づくりと青年層の交流の場として、スポーツ関連の同好会を発足し、参加者からは好評を得ているので、続けていきたい。

	小学校地区民連合運動会


	スポーツを通じて幅広い年齢層の交流と健康づくりを行う
	地区住民並び
地区外参加者

約150人
	9月22日


	左鐙小学校


	40


	40


	今年度の運動会はU・Iターン者と地域住民との良い交流の場となった。

また、町大会で優勝した第4分団による『小型ポンプ操法』の実演は、参加者から大きな拍手が湧いた。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館まつり


	テーマ「集い語ろう楽しもう、世代をこえて」をテーマに小学校学習発表会、講演、作品展示、芸能発表、農産物品評会、バザー、餅まきを行った。
	地区住民

約110人


	11月24日


	左鐙小学校

左鐙公民館


	45
	45
	今年3月から10月までの8ヶ月間でUIターン者が延べ17名いたことから、今年の講演内容は「新たな定住の時代」というタイトルで講演を行った。中山間地域研究センターの研究統括監である藤山浩氏に講演を依頼。10年後、20年後の左鐙を予測し、人口推計をデータ化して分かりやすく、また将来に希望の持てる講演であった。

今年度も送迎車を用意。利用する人が昨年よりも増え、利用者や地域から好評であった。

	学びの協働事業

	野菜づくり

味覚の学習

グラウンドゴルフ大会

応急手当講座

川の学習
	地区住民3名

地区住民6名

地区住民27名
地区住民

地区住民
	6月～11月

6月20日

7月9日

7月11日

7月17日
	左鐙公民館

左鐙小学校

小学校校庭

左鐙小学校

大魚
	0
	0
	今年度は小学校との連携が難しく、あまり学びの協働事業を行うことができなかったが積極的に関わっている。

	子育て事業

（共催事業）


	・とんど焼き

・子ども神楽の育成

・子ども会の育成
・夏休みｻﾌﾞﾐ宿泊体験
	地区住民

子供神楽社中

子ども会育成会

地区内外児童・保護者
	1月11日

毎週水曜日

年間
8月26日

～28日
	潮山八幡宮

左鐙公民館

左鐙公民館等

杣の里よこみち
	30


	30


	子ども神楽に新たに2名を加え、より一層練習に励んでいる。子ども神楽は他地域での公演も増え、中学生は大人の社中へ加わり公演をすることも増えており、頼もしくなってきている。

	宿泊体験スタッフ研修会

（共催事業）
	・スタッフの研修

・交流
	宿泊体験スタッフ


	6月22日


	左鐙公民館


	0
	0
	スタッフの交流を兼ねた研修会。いざと言う時のために日原分遣所で応急手当の講習を受けた。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	まつりだよ！左鐙に集合！
（共催事業）


	昔のムラ祭りを体感するため、昔の祭り料理、神楽鑑賞、子ども神輿担ぎ、餅まきを実施
	地区内外の各世代スタッフ

約200名


	10月5日～6日


	左鐙小学校

潮山八幡宮


	0
	0
	回を重ねるごとに地区外からの参加者が増えている割に、地元の参加者が少なく、呼びかけが必要である。

地区の10代～20代の準備段階からの積極的な参加が年々増え、30代～50代(親世代)の地域での取り組みを間近で感じることが出来るとても良い事業である。

	左鐙小学校芝生育成

（環境美化活動）

	・芝生の管理

・小学校校庭芝生の除草作業
	小学校PTA

地区住民64名
	5月～10月

9月7日


	左鐙小学校校庭


	6
	6
	芝生は管理が大切で、散水、施肥、芝刈りを行っている。

特に芝刈りは週1回程度必要であるが、芝生の感触には代えがたい。

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ、少年ｻｯｶｰも利用し喜ばれている。

	放課後子ども教室


	・放課後、親等の帰宅まで児童だけで待つ家庭を支援。

約1時間公民館で宿題等の勉強を中心に見守る。

・フラワーアレンジメント教室
	左鐙小学校児童

左鐙小児童

支援者
	月曜日を除く平日毎日

3月27日
	左鐙公民館

左鐙公民館
	0
	0
	放課後帰宅して１～2人で親の帰宅を待つよりも、友達がいて職員が居る事で安心していられると児童の親から喜ばれている。

春休みを利用して須川公民館の井東主事に講師を依頼してフラワーアレンジメント教室を行った。今まで、放課後等の見守りだけであったが、次年度より今回のような教室も加えていきたい。

	人権・同和問題学習
	各地区健康教室での人権・同和学習ビデオ『めぐみ』の上映
	17名

25名

23名

11名
	2月6日

2月16日

2月26日

3月2日

	一の谷地区公民館

左鐙公民館

横道地区公民館

畳地区公民館
	0
	0
	人権・同和学習のみでの事業は難しいので、各地区で既に行っている事業へ人権・同和学習を少しずつではあるが取り入れてみた。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	広報事業
	・公民館だより

・ホームページで、公民館行事などを地域民や地域外へ広報する。
	地区住民
	毎月25日発行

年間
	地域内外
	0
	0
	公民館だよりについては、今まで同様、写真を多くした内容で地域住民からの評判もよい。次年度はカラーでの発行を検討したい。

ホームページは10月1日にリニューアルし、以前より見やすいものとなった。

	地区公民館事業
	横道、一の谷、畳、元郷

盆踊り大会、敬老会、河川一斉清掃、環境美化活動、地区民運動会への参加、公民館まつりへの参加、新年交流会、健康教室、料理教室、研修旅行、新春カルタ大会
	各地区住民
	年間
	各地区公民館ほか

左鐙公民館
	32
	32
	今年度も左鐙地区健康を守る会の事業として、各地区公民館で健康教室などを行った他、多彩な活動を行っている。

「交通手段がなく、地区公民館事業へはでられるが、左鐙公民館までは行けない」という声を聞くので、今後は地区公民館を会場とする公民館事業を行っていく必要がある。


（須川公民館）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営委員会


	公民館の運営・事業の計画、実施について審議する。

事業計画、予算審議等、事業打合せ
	運営委員

各団体長他15人

地区公民館長4人
	4月16日
6月21日

8月29日

10月3日

3月18日
	須川公民館
	45
	45
	今年度も各事業の企画・運営にあたっての審議の場が多く設けられた。なかなか行事に参加できない委員もいたため、参加できる人を選出する必要がある。

	高齢者学級
	福寿会総会

公民館周辺清掃
	高齢者全般

40人
20人
	4月11日

6月21日
	須川公民館
須川公民館
	3
	3
	須川地域では高齢化が深刻な問題となっているため、高齢者学級を新しく設けることは困難である。社会福祉協議会主催の体操教室への参加を公民館からも積極的に呼びかけることが重要。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	婦人学級
	須川地区の女性を対象とした学級で、知識・技能の習得や親睦と交流を図るのを目的として実施した。

役員会
研修旅行
婦人学級料理教室


	役員8人
婦人全般・地域住民　34人
地域婦人
	6月15日
5月26日
3月9日
	須川公民館
北九州市

須川公民館
	0
	0
	H24年度は開催の目処が立たず中止となった研修旅行だが、今年度は早めに日程等を調整し、研修旅行を行った。参加が増えるよう、須川地区健康を守る会との共催事業にし、地域全体から参加を募集した。全年齢対象にしたこともあり、30名を超える参加になった。地域全体の世代間交流の良い機会になるので、毎年できる限り開催していきたい。日帰りでも充実した時間を過ごしてもらえるような行き先・研修プランの選考が毎年の課題である。また、健康を守る会共催の料理教室には11名の参加があり、骨粗鬆症予防料理の調理実習と併せて子宮がん・乳がんのついての健康講話を行い、町が行っている健診への受診を呼びかけた。

	こども学級
	家庭では体験できない活動を実施し、親子・地域とのふれあいを図る。
サマーキャンプ実行委員会
サマーキャンプ


	子ども学級保護者　10人
子ども・保護者・地域

子ども・地域　17人

	6月21日
7月27日

　　28日


	須川公民館
万葉公園オートキャンプ場

	5
	5
	少子化に伴って小学校が閉校となり、子どもの人数の減少が深刻な状態となっている。毎年恒例のサマーキャンプでは地域全体から参加を募ることにより、世代の垣根を越えた「地域の大人と子どもの絆」をより一層深めることができた。今年は豪雨災害の影響で予定していた田万川キャンプ場が使用できなかったため、益田万葉公園オートキャンプ場にて実施した。海が荒れていたため、海水浴はできなかったが、子どもたちにとっては良い夏の思い出になったようだ。サマーキャンプなどの恒例行事はもちろん、「地域全体で子どもと交流できる行事」の企画をしていきたい。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	ふるさとのつどい
	盆の行事を通して、地域住民や里帰りした人たちなどの交流と親睦を図る。

企画委員会

盆踊り・カラオケ・福引・各種バザー
	実行委員会10人
地域住民
	7月19日
8月13日
	須川公民館

須川運動場
須川体育館
	8
	8
	毎年15日に行われていたが、帰省中の住民の参加を考慮して一昨年度より13日に行っている。今年度も昨年同様参加者が多く見られ、例年以上に盛り上がりのあるつどいとなった。お盆で里帰りしている人たちも必ず参加してくれており、地域の夏の風物詩となっているようだ。人手不足でバザー等の準備が大変だが、これからも継続すべき行事である。

	須川地区民体育大会
	スポーツを通じて地域の交流と健康づくりを行う。

企画委員会

スポーツ交流


	実行委員会10人
地域住民110人
	8月29日
9月22日
	須川公民館

須川運動場
	10
	9
	小学校廃校に伴い、昨年度より地域の運動会だけになった。地域の人口減少に伴う参加者数の減少など、様々な問題を考え隔年開催を検討していたが、須川地区民が一同に会する一大行事であるため、毎年の開催を目指す。子ども全員参加はもちろん、今までと変わらず観客も多い。毎年開催を楽しみにしている人も少なくないようだ。課題は準備中の個人負担が大きく、継続するには役員同士の協力が必須。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館まつり
	地域の文化祭として、各地区の芸能発表や各団体の展示、講演会やミニコンサートなどを行い、地域の振興と住民の親睦を図る
企画委員会
企画委員会
芸能発表・展示・人権パネル展・各種バザー・福引ほか
	実行委員15人
役員15人
地域住民 150人
	10月3日
10月24日

11月17日
	須川公民館
須川公民館

須川体育館
	83
	74
	地区民運動会と同じく、地域単体の公民館まつりとなった。隔年で「講演」「演芸」とテーマを決め開催している。今年度は演芸の年だった。各地区や若者の会、老人会などの出演の他、昨年に引き続き益田東高校の神楽部に出演を依頼し、大変賑やかな1日となった。また、益田市の「劇団だいこんの花」に認知症関連の寸劇をご公演いただいた。地区民体育大会と同じく少子高齢化・人口減少の現状を考慮して隔年開催を検討していたが、須川地区民が一同に会する一大行事であるため、毎年の開催を目指す。

	しめ縄づくり
	世代間交流・伝統継承活動
	地域住民12人
	12月15日
	須川公民館
	0
	0
	昨年度、未開催だったしめ縄づくりを須川福寿会（老人会）会長に講師をお願いし、開催した。
事前の参加申込が少なかったが、当日は１２名の方の参加があった。しめ縄を作るのはもちろんのこと、しめ縄に関する豆知識やしめ飾りを付ける由来など、たくさんのことを教えてもらい、わいわいとにぎやかな一日となった。
子ども世代・親世代の参加が少なかったため、来年度は全世代が集うような活動にしていきたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	お月見音楽会～須川月見ル君想フ～
	音楽を通して豊かな感受性を育てるとともに、文化意識の向上を図る。
音楽コンサート
	地域住民他20人
	10月12日
	須川公民館
	0
	0
	知らず知らずのうちに生活に密着している音楽の素晴らしさを観て・聴いて・感じてもらうため、初の試みであるお月見音楽会を開催した。須川地区内のみに周知するのではなく、日原地区全域に周知を行い、ゆっくりと音に浸れるようにポピュラーなジャズを主な演目とした。初の試みということもあり、あまり集客は見込めないと思っていたが、予想を超える20名以上の地域内外の人が集まった。予算に謝礼等の計上をしていなかったため、出演者にはボランティアで演奏してもらった。次年度は謝礼等の予算の確保が必要。次回開催の折には周知活動を徹底し、今回以上の集客があるようにしたい。また、音楽の素晴らしさ・楽しさなどを広めて、生活・気持ちにゆとりのある活気あふれる地域づくりにも努めたい。

	スガワフォトコンテスト2013
	地域の良さを自ら発見し、故郷を愛する気持ちを育むことを目的として実施した。
企画委員会
展示・結果発表
(須川公民館まつり)
	役員15人
地域住民他
応募者13人
審査は公民館まつり来場者150人
	10月24日
11月17日
	須川公民館
須川体育館
	0
	0
	すがわ地域まちづくり委員会との共催事業として実施した。後世に伝えたい須川地域の文化・歴史・風景などを写真に収めてもらい、地域住民が審査員となって投票する。応募された作品は須川公民館まつりにて展示され、当日中に結果が発表された。初の試みであったが、応募者13名、応募作品数21作品と多く集まった。公民館まつり内で展示・発表したこともあり、地域住民は熱心に写真を眺めていた。好評だったため次年度開催を検討しているが、景品代等の予算の確保が必要。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	健康を守る会事業
	公民館運営委員で組織し、関係団体組織との連携をしながら、健康の保持増進に寄与する事を目的とする。
健康ウォーク

フォークダンス教室

知って得する東洋医学講座

健康教室（健康保険課共催）

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ交流会
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

室内ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ交流会
健康パネル展
男の料理教室

婦人会料理教室
	地域住民34人

地域住民8人

地域住民16人
地域住民　6人
地域住民　5人
地域住民　5人
地域住民10人
地域住民24人
地域住民15人
地域住民150人
地域住民（男性）11人
地域婦人11人
	5月26日

6月14日

6月26日

8月22日

10月16日

3月6日

6月27日

9月22日

9月22日

11月17日
2月16日
3月9日
	北九州市

須川体育館

須川公民館

須川公民館

須川公民館

須川公民館

須川運動場

須川運動場

須川体育館

須川体育館

須川公民館
須川公民館
	10
	10
	23年度に立ち上げた須川地区健康を守る会は今年度も様々な活動を行うことができた。一昨年に揃えたグラウンドゴルフの道具を利用してグラウンドゴルフ交流会・グラウンドゴルフ大会を行い、たくさんの参加があった。昨年度実施できなかった健康ウォークは早めに準備・日程調整を行い、無事実施することができた。準備等大変だが、評判が良いため毎年の実施を目標にしていきたい。
今年度も健康教室の開催に力を入れており、昨年に引き続き開講した東洋医学講座では16名の参加があった。健康福祉課共催の健康教室は「骨粗鬆症について」「ロコモティブシンドロームについて」「糖尿病について」と、3回シリーズで実施し、「健康」について幅広く学習を行った。毎年恒例で実施している「男の料理教室」「婦人学級料理教室」は共に11名の参加があり、好評の声が多い。また、地区住民への周知活動として毎月発行の公民館報に「保健師のお便り」を添付（夏・冬の2回）した。来年度も継続的に活動していきたい。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	グループ活動支援
	須川地区内外で活動するグループの活動を支援することで公民館と地域住民のつながりを円滑にし、地域との連携を図る。

福寿会

花みずき会

(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ)

和太鼓すがわ組

やまゆりの会

(手まり教室)

すずめの会
	地域高齢者

地域高齢者

地域住民

婦人

地域婦人
	6月21日

0と5の日

月3回

月1回（11月～3月）

不定期
	須川公民館

須川運動場

須川公民館

須川公民館

須川公民館
	5
	5
	福寿会は毎年概ね6月に奉仕活動として公民館周辺清掃を行っており、普段手の回らない隅々まで清掃してもらっている。
23年度に発足した花みずき会は月に6回程度集まってグラウンドゴルフを行っている。たくさんの高齢者が交流しながら楽しいひと時を過ごしている。
和太鼓すがわ組は、公民館行事や地域内の行事での公演をはじめ、地域外のイベントなどにも出演している。
やまゆりの会は手まり作りの同好会で、公民館まつりには毎年のように作品を展示している。
今年度再発足したすずめの会は、須川地区で楽しく暮らしていくために会員協同で学習や体験活動を行っており、フォークダンス教室や手芸（こぎん刺し）教室の他、公民館まつりでも会員有志で出演も果たした。各グループとの連携を図りながら、来年度も継続して活動を支援していきたい。

	広報活動
	公民館行事の宣伝や参加者等の募集、地域内外の情報の発信など幅広く掲載し、情報の周知に努めた。
公民館だより（あいらぶすがわ）
	地域住民
	毎月1～10日発行
	須川地区全域
	0
	0
	元々「すがわ地域新聞」として発行していたが、主事が常勤となったため、「すがわ地域新聞」改め「あいらぶすがわ」として23年度より毎月発行している。毎月の行事の宣伝や地域内外でのイベントの様子などを掲載している。公民館行事はもちろん、健康を守る会事業の宣伝や脳トレの問題など幅広く掲載し、昨年に引き続いて役場健康保険課の保健師に協力を仰ぎ、「保健師のお便り」を（夏・冬の年2回）添付した。須川地区は約80戸と世帯数が少なく、住宅が点在しており、交通手段を有さない住民もいるため、地域パトロール・地域住民の安否確認の意味も含めて主事がすべて自分の足で配布している。来年度も毎月1回必ず発行・配布していきたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	人権同和教育
	いろいろな人権（公民館報内掲載）
	地域住民
	月1回
(H25年度は3月号のみ掲載)
	須川地区全域
	0
	0
	人権・同和教育のみにテーマをしぼった事業は開催が難しいため、今年度は「人権・同和教育」とは何かを理解してもらうため、公民館報に「いろいろな人権」の記事を掲載し、少しづつ地域に人権・同和教育について興味・意識を持ってもらえるよう努めた。来年度は公民館報に継続して記事を掲載していき、最終的には公民館まつり等で人権講演会などを開催したい。


（滝元分館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営委員会
	年間事業計画予算、
事業報告決算、事業
についての協議
	運営委員18人
	4月20日
7月18日
10月28日
3月29日
	滝元公民館
	67
	67
	事業計画、予算について話し合い、事業運営に協力的に活躍した。
少子高齢化が進む中、創意工夫して多くの住民が参加できるよう心がけた。

	機関紙発行
	「滝の音」発行
57号・58号・59号
	地区
	6月20日
10月20日
1月20日
	滝元地域
全世帯配布
	0
	0
	身近かな情報発信等に努めた。

	グラウンドゴルフ大会
	第19回GG大会90人
第20回GG大会103人
第21回GG大会119人
第22回GG大会160人
年忘れGG大会108人
初打ちGG大会　88人
	地区住民　
他地区住民
	5月22日
7月25日
9月26日
10月28日
12月5日
1月26日
	美都町ひだまり
　〃
　　〃
通の駅シルクウエイ
　　〃
　　
	30
	30
	スポーツ交流（グラウンドゴルフ）に於いて、昨年に引き続き、参加者が大幅に増え、（益田市、吉賀町、山口市、萩市、宇部市）隣の県にまで至り、意見交換ができた。
積極的に大会に参加、技術も高まり、喜びを実感してきた者が多くなった。
参考（10月28 日　GG大会参加者160人）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	町政座談会
	町長と語る会　　　　
	地区住民　50人
	6月1日
	滝元公民館
	0
	0
	町長を囲んで座談会（午後グラウンドゴルフ交流）座談会の前（保健師を派遣し健康相談を行った。）


	地域交流事業
	日帰り研修旅行
	地区住民　29人
	6月26日
	広島造幣局
	70
	70
	平素、目にする事ができない場所を見学でき、感激した。
ふれあい事業として実施。


	第34回夏祭り演芸大会

	盆踊り・花火・ビンゴゲーム・カラオケ・演芸等の実施、
バザーに協力
	地区住民
帰省者
175人
	8月14日
13時～準備
8月14日
19時～
	滝元公民館
	63
	63
	帰省客を含む大勢の人が集い賑わった。

	第３９回滝元産業文化祭
	小運動会の実施
農産物・展示物・芸能発表・バザー
	地区住民等
190人
	11月17日
11月16日
13時～準備
11月17日
終了後片づけ
	クリーンパル広場
滝元公民館
	40
	40
	午前はミニ運動会、午後は演芸、地区内外から190人余りが集り、福引きや、りんごの重量当てクイズ、自治会・婦人会・高齢者によるバザーなどもあり盛会であった。


	わら細工教室
	しめ飾り作り等
	地区住民　

20人
	12月19日
	滝元公民館
	0
	0
	世代間交流を深め、伝統文化の継承と習得。
講師（大庭勇先生）


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	竹、藁等細工教室
	竹、藁、布細工作り
（花かご・果物かご・ざる・布草履等）

	地区住民
他地区住民
10人
	年間（４月～３月）
（毎月1～３回）
	滝元公民館
	60
	60
	世代間交流を深め、伝統文化の継承と習得。
愛好者（若年から高齢者）が弁当持ちで、意見交換等をしながら楽しく取り組んでいる。
講師（大庭勇先生）

	健康教室
	他の事業と公民館事業を抱き合わせで実施（健康相談・食品栄養素の勉強・ストレッチ体操・料理実習・ゲーム・百人一首・ＧＧ大会等）
	地区住民　40人
地区住民190人
	６月１日
11月17日

	滝元公民館
クリーンパル広場
	0
	0
	今年度4年目の「健康を守る会」事業と公民館事業を抱き合わせで中味を充実させた。



（枕瀬分館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営委員会

地区公民館長会議
	公民館事業の企画と運営
	運営委員23人

地区公民館長

5人
	4月　9月

3月

9月　12月

	枕瀬分館
	69
49
	40
49
	今年度から地区公民館長会議を年に2回実施して、地区公民館長の協力を仰ぎやすくなった。
課題：運営委員会の方たちにはもっと公民館事業にかかわったり、参加していただきたい。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	文化伝承事業


	はた織り同好会
	日原地域住民

10人
	年間90日程度
	枕瀬分館

高津川清流館
	0
	0
	会を立ち上げて3年目をむかえた。メンバーも入れ替わりがあり、草木染の活動を中心に活発に活動している。作品を公民館祭り・日美展・あいこい文化祭に出展した。

3月には奥出雲にさくら染めの視察・研修にでかけた。

会の運営は会費と売り上げでまかなっている。

	
	陶芸教室
	全町住民

11人
	年間8回
	枕瀬分館

日原中央公民館
	5
	5
	教室を始めて3年目になった。若い方で新たなメンバーが加わり喜んでいる。作品を公民館祭り・日美展・あいこい文化祭に出展した。

課題：もっときちんと習いたいという声もあるが、講師の確保が難しい。

	
	囲碁クラブ

囲碁大会開催
	日原地域住民

14人
	毎月2回

8月16日
	枕瀬分館
	5
	5
	囲碁大会の開催日をお盆休み中に設定したため、参加者が少なかった。（11人参加）

課題：高齢化がすすみ参加者の確保が難しくなってきた。

	
	しめ縄作り講習会
	枕瀬地域住民

7人
	12月21日
	枕瀬分館
	5
	5
	毎年の参加を呼びかけるが参加者が固定化している。
課題：初心者にも参加してほしい。

	
	そば打ち講習会
	枕瀬地域住民

8人
	2月8日
	枕瀬分館
	0
	0
	今年度は例年になく参加者が少なかった。その分参加者は何度もそばを打って楽しそうであった。
課題：材料確保が困難で来年度からは手打ちうどん教室を実施する予定である。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	スポーツ交流事業


	グラウンドゴルフ大会

室内グラウンドゴルフ大会
	枕瀬地域住民

のべ67人
	5月13日

9月26日

11月25日
	小杉ポケットパーク

木ノ口運動広場

枕瀬分館
	15
	15
	地域老人会と共催で実施した。室内ＧＧは日頃ＧＧをしない高齢者に喜ばれた。
課題：ＧＧブームで町内外で頻繁に大会が開催されている。公民館事業としてのＧＧ大会を今後どうしていくか考える時期だと思う。

	国際交流事業
	世界のグルメ体験
・タイ料理
・ジャマイカ料理
・クリスマスディナー
・ジャマイカおふくろの味
	全町住民

のべ41人

各回定員10人


	6月21日

8月28日

12月7日

3月30日
	枕瀬分館
	20
	20
	講師は外国の人で、本場の味を味わえる貴重な機会。枕瀬地域外からの参加もあり、事業終了後のアンケートでは、期待以上の内容だった、また参加したいなどと好評である。比較的若い方の参加が多く、当初の目標である「若い人に公民館の事業に参加してもらいたい」を達成している。
課題：町内在住の外国人の方は限られているので講師の確保が課題である。

	文化交流事業
	クラシックミニコンサート
	枕瀬地域住民

約40人
	6月29日
	枕瀬分館
	3
	3
	グラントワアウトリーチ事業を利用して、枕瀬分館では初めてのクラシックコンサートを開催した。チェロとフルートの演奏をなかなか本物に触れる機会のない高齢者の方たちに、身近な歌謡曲やナツメロなどもまじえて聴いてもらった。音響効果がよいホールなので、また開催したい。
課題：今回はグラントワの予算でできたが、出演者への謝礼の問題が残る。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	人権・同和問題に関する事業
	夏バテ解消勉強会と人権DVD鑑賞
	枕瀬地域住民

12人
	9月12日


	枕瀬分館
	0
	0
	高齢者対象に夏バテ解消法の勉強会を兼ねて、老人福祉施設における人権問題の再現DVDを鑑賞し、感想等を話し合った。身近な問題として人権について考える機会になったようだ。
課題：他の事業と抱き合わせてすることで参加しやすくなるようだ。今後もこのような形で実施していきたい。

	
	しんちゃんのお笑い人権落語高座

税務住民課と共催
	枕瀬地域住民

49人
	3月17日
	枕瀬分館
	30
	30
	午前中に福祉会の事業があって、そのまま残った方が多く「何度も足を運ばなくていいから助かった」と言われ、公民館事業以外とのコラボレーションもいいアイデアだと思った。楽しい中にも、人権・同和問題について真剣に語るしんちゃんの講演に多くの方が引き込まれていた。

	公民館利用促進事業
	専用スタンプカードを作り公民館事業参加の動機付けにする
	全町住民
110枚程度発行
	通年
	枕瀬分館を主とした公民館事業実施場所
	20
	18
	参加募集の時点で呼びかけを忘れてしまったことが、2度あって反省している。こちらが忘れていても持参される人もいた。結果は8名の方がスタンプ20個達成になった。特に女性には好評で、事業参加への意欲には役立ったように思う。
課題：カードを持参するのを忘れる場合が多いので工夫が必要である。男性は興味を持たないようだ。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	環境教育推進事業
	グリーンカーテン普及促進事業
	町内世帯
	5～10月
	各世帯
	0
	0
	環境パートナーシップ会議の取組みに協力。公民館や各世帯でグリーンカーテンの普及をはかり省エネにつなげていきたい。日原地域の苗と種の配布拠点になった。

	
	2013夏のエコライフコンテスト
	町内世帯


	6～11月
	各世帯
	5
	5
	環境生活課との共催事業である。参加世帯が町内全体で47世帯（昨年は30世帯）そのうち半数以上が枕瀬地域の世帯であり、公民館でのPRが功を奏しているようである。
優勝者は昨年に続いて枕瀬在住の世帯だった。

課題：参加世帯数を増やすこと

	
	省エネの勉強会とエコクッキング
	町内から13人参加
	1月28日
	枕瀬分館
	0
	0
	津和野町環境パートナーシップ会議との共催事業。
当初事業予定にはなかったが、津和野町環境パートナーシップ会議の予算があったので実現した。

	公民館まつり
	芸能・展示で日頃の成果発表をしてもらい住民の親睦を深める
	枕瀬地域住民

約170人
	10月20日
	枕瀬分館
	47
	47
	時期を1ヶ月早くしたことは来場者や協力者からはよかったとの声が多かった。お稲荷さんの行事と重なり、生け花の出展がなくて華やかさに欠けた。

	学びの協働推進事業
	学校、家庭、地域の連携体制を深め役割を果たす
	日原小学校児童
町民
	年間7件の依頼
	枕瀬分館及び日原小学校
	0
	0
	学校側と学習パートナーさんとのつながりができて、CNを通さず直接連絡をしてもらうことも多くなってきていて定着していると感じる。
課題：学校から直接の連絡となると毎回同じパートナーさんになってしまう。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	地区公民館事業
	盆行事ととんど焼きに謝礼を支払い支援する
	枕瀬地域住民
	8月14日

1月12日
	枕瀬3地区

木ノ口1地区
	26
	26
	今は公民館としては謝礼を支払うだけだが、実際には活動自体にもっと公民館が関わるべきなのだろう。

	子ども会事業
	子ども会活動を支援する
	枕瀬地域と畳の児童と保護者（木ノ口は含まない）
	4月22日

7月13～14日
12月23日

3月29日
	枕瀬西集会所

枕瀬分館
	3
	3
	児童数は15人。総会・夏休みキャンプ・クリスマス会・6年生を送る会の年に4回活動している。
課題：参加する保護者が少ない。いつも同じ少数の保護者がお世話をしている。

	広報誌発行
	枕瀬公民館だより

「まくらせ」発行
	249世帯

H26年2月末
	年6回
	枕瀬地域世帯各戸配布
	0
	0
	公民館事業の周知・募集・情報発信に努めた。


（日原公民館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	運営委員会
	事業内容の運営協議
	運営委員18名
	年9回

	日原公民館
	24
	24
	年間各事業実施の前に会を開き、内容・運営・参加等の話し合いを実施、委員18人中毎回10名余の参加で実施できた。

	パソコン教室
	ワード・エクセルを中心とした教室
	会員10名


	毎週火曜日
開催　
	日原公民館
	10
	10
	毎週,講師2名、参加者も津和野町内、商人・日原・滝元などなどからの参加者があり、年間延べ140名。スキルも上達した。

	ハングル教室
	ハングル語会話・歌などに親しむ
	会員8名
	毎週木曜日
開催
	日原公民館
	0
	0
	講師1名、会員8名で会話、歌などを楽しんでいる。自主的に運営している。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	陶芸教室
	陶芸の体験教室
	30名
	夏休みに2組2回開催
	開発センター
青原・枕瀬
	10
	10
	夏休みの講座として、中央公民館と共催で子どもたちに陶芸の体験教室を開き2グループに分けて開催した。会場の関係で枕瀬、青原公民館でも実施、参加者30名。

	広報「かねやま」
	活動のお知らせ
	約300世帯に配布
	毎月1回
	地区内
	0
	0
	基本的に毎月1回発行だが、25年度は事業後に発行。また、健康を守る会や盆踊り保存会に関することも載せている。

	地区公民館事業
	各地区での公民館活動への助成
	9地区
	年間
	地区内
	80
	72
	今年は、全10地区のうち9地区が開催。

	地域めぐり
	日原地域史跡めぐりの地図づくり
	10名
	5月から11月
	日原公民館
	0
	0
	ワークショップで案を作ったが、写真を撮り地図に落とす作業は継続課題となっている。

	安蔵寺山登山（案内）
	自然体験に親しむ
	5名
	6月、11月
	安蔵寺山
	0
	0
	植物・野鳥観察・登山・キノコ狩りで自然を体験する。講師の4名の方に指導を受ける。案内はするけれども関心をもって参加するは、日原公民館地域では数名である。親子での参加を期待している。

	郷土の歴史
	日原地域の史跡めぐり
	27名
	7、8、11月
	脇本地域

春日神社周辺

下瀬山城址
	30
	30
	地域の歴史に関心のある方が町外からも参加された。町指定の史跡、中世の墓が放置されて崩壊寸前の箇所、史跡までの道路の未舗装箇所が通行困難で整備が必要なとこと。立ち木で史跡からの眺望が楽しめないなど。の改善要望点あり。

	講演会
	心の健康について
	地区住民　

30名
	3月2日
	山村開発センター
	35


	25


	幸せに生きるためにと題して社会福祉法人EGF　総合施設長　渡辺宥照氏による講演会を開催。
町外からも関心を持たれている方が数名参加され、障がい者施設での農業を軸として働くことが人生を切り開く、自立への取り組みは感銘深い内容であった。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	七夕飾り
	小学校横の堤防道を七夕で飾る
	子ども会など多数参加
	8月11日～15日
	日原小学校横堤防道

	　0
	0
	夏の鮎祭り協賛行事として実施している。飾りの笹竿も23本と例年に変わらず実施できた。今回は、期間も短かったことと強風もなく笹が折れることはなかった。短冊が飛んで落ちたりしているので何か工夫が必要である。

	盆踊り
	日原地区の盆踊り
	約200名
	8月14日
	日原小学校校庭・体育館
	50
	50
	今年は、天候も良く、日原小校庭で開催、慰霊祭は中止されたので、黙祷をして始める。盆踊り保存会の会員は、お揃いの浴衣を着て、櫓の上での生演奏、三味線、歌、太鼓で踊りを踊る。帰郷された方の飛び入りの参加もあり和やかに実施することができた。

	地区民運動会
	日原地区10自治会参加の運動会
	200名
	10月13日
	日原小校庭
	55
	55
	種目もみんなが楽しめるように新種目を入れて実施したが、割合好評で地域の連帯と協調が図られた。

	しめ縄づくり
	伝統のしめ縄飾りをつくる
	12名
	12月22日
	山村開発センター
	8
	3
	しめ縄をつくる活動には、この活動を例年待っておられる方が決まって参加され、指導的な立場で女性や初めての方を指導している。

	どんどん焼き
	高津川河原でのどんどん焼きを実施
	約70名
	1月12日
	旭橋下河川

春日町集会所
	12
	12
	今年は、災害の関係で急きょ場所を変更し、日原小学校校庭で実施。飾りは、各公民館や子ども会で集めたり、自治会や個人で持参した。10時点火、11時30分消火。

	健康料理教室
	健康に関する料理教室
	60名
	
	山村開発センター
	10
	0
	健康を守る会・食改と共催1回



	軽スポーツ
	健康のための軽度のスポーツを行う
	13名
14名

26名

13名
	5月31日
7月6日

11月4日

11月22日
	小杉G
畑迫

錦町

小杉G
	5
	5
	健康を守る会との共催で実施。25年度は屋内ペタンクを行ない、楽しく競技できた。


（池河分館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館
運営委員会
	公民館の主要事業に向けた、企画・運営の協議
	地区自治会長
地区公民館長
民生委員、老人会代表
ｽﾎﾟｰﾂ指導員
	5月26日
8月24日
10月　6日
10月19日
3月22日

	池河公民館
	42
	36

	当地域の主要事業にある地区民運動会、生活展でもある公民館まつり、地区民研修について企画、運営方法など、当地区公民館の運営について協議した。


	高齢者学級
	当地域の高齢者を対象にあらゆる研修及び自分自身の健康維持に関する事業

	・当地域の高齢者（概60歳以上）
265人
	5月22日
6月20日
7月30日
11月　6日
2月25日

	池河公民館
	20
	12

	当地域の主要事業にある高齢者学級は当地区も高齢化率が相当高い地域にあり、公民館事業として呼びかけをするも、広範囲な地域性もあり事業に送迎が必ず必要となって、事業が出来ないという難点、公民館の呼びかけ担当者として頭の痛いところ。

	コスモス教室
	当地域の親子会を対象に遠足研修、地域に残る伝統文化を研修していく事業
	・当地域親子会（子ども会）
 77人
	7月13日
12月28日
1月12日　
	池河公民館
	25

	24
	当地域の親子会を対象に呼びかけをするが、同じメンバーが参加し、参加しない子どもさんは何時も同じ、どうすれば参加できるか頭を痛めている。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	第19回
池河地区民
運動会
	当公民館主要の事業で、地区すべてが参加して日常の運動不足を解消したり、いろんな競技でふれあいを感じていただく事業
	当地域住民総参加
480人
	10月20日
	池河公民館
多目的運動広場
	60
	58
	この公民館主催の運動会も隔年で19回を数え、地区民総参加をキャッチフレーズに行っており、たくさんの人が参加があった。
今回もチラシとページング放送で呼びかけをした。


	第40回
地区民
球技大会
	当公民館主要の事業で、地区民が日常の生活の中で、運動不足になりがちな体を癒す為に、健康増進と親睦を兼ねふれあいを楽しむ。
	地区民総参加と高齢者学級合同
80人
	3月23日
	カントリー多目的運動広場

	15
	15
	当公民館でもこのスポーツを取り入れ、盛んになっています。
この事業も当公民館でも40回目を数え、健康増進に役立っています。
また、この事業は参加者が多く、グラウンド・ゴルフ人口も町内にも愛好者が増え盛んになっている。

	地区民
研修旅行
	地区民が日帰り旅行で教養を身につけ参加者の交流を図る
	地区住民
　　　
	中止
	中止
	70
	0
	この事業は成人、婦人、高齢者地区民すべてが参加対象で参加者の交流と知識の高揚を図り計画したが、地域の都合により中止となった。


	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	池河地域
健康を守る会
	地域住民が健康づくりのため参加を呼びかけ交流を図る

	地域住民
133 人
	 11月 6日
11月17日
11月20日
2月25日
3月23日
	カントリー運動広場
津和野地区
六日市地区
	0
	0
	この事業は地域住民すべてが参加対象で平成24年度秋に設立し呼びかけ事業で参加者の交流と健康意識の高揚を図っている。


（青原公民館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	地区公民館長、運営委員会合同会議
	公民館行事の企画運営


	地区公民館長
6名
運営委員15名
	年3回(5月11日
10月19日･3月29
日）
	青原公民館
	100

	100


	公民館祭、スポーツ大会、研修旅行など主要な行事の協議を行なった。

	公民館講座
	男の料理教室
	地域住民

62人
	年5回 （7月4日
9月5日・11月7
日・1月30日・3

月24日）
	青原公民館
	15
	15
	タイ料理に挑戦。異文化交流も行い、男性の料理参加への

きっかけ作りとなった。ヘルスメイトとの協力の下、スムーズに行えた。

	
	パソコン初心者教室
	地域住民

90人
	月2回


	青原公民館


	0
	0
	教室で繰り返しパソコンに触れる事により、苦手意識を克服出来ているようだ。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公民館講座
	いきいきフィットネス体操
	地域住民

127人
	月1回
	青原公民館


	15
	15
	運動不足解消のみならず運動の健康への影響を考える場となっている。

	
	手芸教室


	地域住民

48人
	月2～3回


	青原公民館


	0
	0
	生涯学習の場として定着してきている。

新しい生徒が入り活気が出てきた。

	
	舞踊教室
	地域住民

158人
	週1回
	青原公民館
	0
	0
	自主的な運営がされていて定着している。

	
	珈琲教室
	地域住民

30人
	年3回（4月24日

6月26日・11月2

日)
	青原公民館
	10
	10
	地域内に散らばっている珈琲愛好家の仲間作りになり親睦を深めている。焙煎後の珈琲タイムが気軽な参加を促している

	
	いきいき健康講座
	町内外30人
	年3回(5月17日
7月25日・3月7
日）
	青原公民館


	10
	10
	健康を身近な生活習慣から考え疾病予防につなげようとする行動をおこすきっかけになっている。

	
	ぴよぴよサロン
	町内外37人
	年6回(5月27日7月17日・10月

28日・12月18
日・2月17日）
	青原公民館

左鐙公民館

枕瀬分館
	5
	5
	子育てしている方々の憩いの場となって定着してきている。

	青原公民館まつり
	地域文化の紹介と異世代間住民の交流をはかる。
	地域住民

150人
	11月24日
	青小体育館
	52
	52
	青原小学校の「こころの収穫祭」と協働で舞台発表及び展示を中心に行なった。各地区による昼食時のバザーも好評で異世代間の良い交流の場となった。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	ふれあいスポーツ大会
	親睦とスポーツによる健康増進
	地域住民

31人
34人
	10月2日

11月9日
	青小校庭
日原道の駅
	14
	14
	青原小学校児童とペタンクを行なった。

グランドゴルフをおこなった。この会をきっかけにグランドゴルフを始める人が増えた。

	研修旅行
	広く知識を求めるとともに住民の親睦を深める
	地域住民

45人
	3月7日
	大久野島
竹原町並み保存地区


	50
	50
	竹原の重要伝統的建造物保存地区と国際法で禁じられる毒ガスを製造していた島(大久野島)及び資料館を見学し、平和について改めて考える機会となった。

	あわはら
いきいき

クラブ
	青原の歴史学習

徳城往還道

奴道中
	地域住民
25人

48人
	5月27日
10月6日
	徳城往還道

青小体育館
	0
	0
	ｳｫｰｷﾝｸﾞのみでなく整備等を通して郷土と人を大切に思う心が芽生えたと感じる。
奴道中の練習と披露により地域の繋がりが深まったようである。


（商人渓村分館）
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	地区公民館長・団体長会議
	公民館主要行事の実施に向けた企画・協議
	地区公民館長

3人

運営委員　

13人

（団体長含む）
	4月16日

6月19日

7月25日

8月29日

12月24日

3月24　日
	商人
程彼
宿の谷
宿の谷
商人

宿の谷
	33
	33
	24年度事業報告・25年度事業計画、主要行事である研修視察旅行、納涼盆踊り大会、敬老の日ふれあい大会、どんど焼き、料理教室などについて協議を行った。

26年度事業計画の決定。

	研修視察旅行
	研修及び視察を通じ親睦を深める
	地区住民33名
	10月14日
	広島（宮島）
	30
	30
	鶴寿会・福祉会・子ども会との協議で個人の費用負担で実施。

	納涼盆踊り大会
	地区民及び里帰り者との交流・親睦
	地区住民・里帰り者　100名
	8月14日
	程彼
	48
	48
	地域福祉会との協賛事業で新盆者に対する黙祷を実施。　　　　　　　　　　　

	敬老の日ふれあい大会
	地区民及び高齢者とのふれあい
	地区住民・高齢者　42名
	9月22日
	程彼
	28
	28
	多くの高齢者に参加頂いた。　　　　　　　　　　　　　

	とんど焼き
	伝統行事の継承
	子ども会・鶴寿会・地区民

38人
	1月13日
	商人
	5
	5
	各家庭の餅を持ち寄り伝統行事の実施が出来た。



	料理教室
	料理実習と健康管理の学習
	地区住民

60人
	3月1日
	商人
	12
	12
	男性の調理参加者が12人。村上登志子先生の指導による料理、教室と試食会の実施。

送迎の必要な参加者があった。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	広報活動
	不参加者の皆さんにも実施行事の伝達を行う
	3回発行
	年間
	地域内

	3
	3
	行事実施報告が主、投稿が望まれる。


○人権・同和教育事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	町人権・同和教育担当者会
	小・中・高等学校の連携強化や取り組み状況等の情報・意見交換の場として実施する。
	教委､小･中･高教職員
	6月18日

2月4日
	町民センター

町民センター
	0
	0
	主は学校の同和教育主任の会であるので、教育委員会担当者は町行政の担当者として町同対協担当者と共に関わる。学校同和教育の推進のため、担当者のレベルの向上とともに、児童・生徒を指導する上で、学校間の格差が少なくなりつつある。

課題：回数が少ない。

	新転入教職員人権･同和教育研修会
	転入した教職員を対象に、同和教育研修会を実施する。
	教委、教職員
	7月31日

（豪雨災害により中止）
	津和野庁舎

寺田集会所
	0
	0
	豪雨災害により実施できなかった。H26年度は実施する。
課題：同和地区の実態を学習するが、学校同和教育の推進にどう役立てるかが課題である。

	その他研修会
	町内人権・同和教育研修会の開催と県同和教育推進協議会、石西地区人権・同和教育研究協議会、町人権・同和対策推進協議会等が開催する研修会へ参加した。
	町民、教委、教職員


	8月19日

石西人同研
12月4日～10日

「いのち、愛、人権」展

12月11日

町同対協講演会


	益田市
益田市

日原山村開発センター


	100
	100
	町民対象の研修会を開催することにより啓発活動の推進を図った。また、個人の資質向上のため、研修会へ参加することにより、他市町村の取り組み状況が参考になった。

課題：参加者が固定化しているので、より多くの人が参加できるよう工夫が必要である。

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	町人権・同和行政基本指針策定関係
	町人権・同和行政基本指針を策定することにより、現在の人権・同和行政を見直し、町としての人権・同和行政の方向性を明らかにする。
	町民

行政職員
	年間
	町内
	1,284
	1,204
	教育ビジョンではH27年度での作成となっているが、H26年度での作成に向けて前倒しで動いている。H25年度に町民意識調査を行い、町内での人権・同和問題に関する思いや取り組みについて把握した。今後は、H26年度での策定に向けて委託契約を結んでいる広島修道大学の教授を中心とするプロジェクトチームと連携を密にし動いていく。

	新ちゃんのお笑い人権高座
	町民対象の啓発活動を行うことで、町全体で人権・同和問題に関することを考える機会を持ち、意識を高める。
	町民

行政職員
	3月17日-18日
	青原公民館

枕瀬分館

津和野町民センター

畑迫公民館
	100
	100
	町民が人権・同和問題について、生涯学習の一つとして学びたいという気持ちを持てるような啓発活動をしていくことが重要。それにおいて、当高座は落語家の講演ということもあり、聴きやすく、おもしろい内容であったと感じている。今後は多くの町民が参加できるような啓発活動（講座・研修会）を実施することが必要。


○図書館事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

(津和野図書館)　 

	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	成人読書会
	読書の楽しさを知り交流を図る
	読書会（現在2組）のメンバー
	毎月1回
	津和野図書館・津和野公民館
	0
	0
	様々なジャンルの本に触れる機会作りに取り組んだ。

	広報掲載
	新刊の紹介
	町民
	月1回町広報で
	
	0
	0
	書名他を5冊程度掲載している。来年度からはより積極的に内容紹介や表紙写真の掲載など効果的な紙面にしていきたい。

	夏休み・冬休み事業
	図書館利用を促す催し
	児童
	お話会　8/10　12/6
	津和野図書館
	0
	0
	夏休みにまつわるお話を数点読み聞かせた。人数がなかなか集まらないので広報活動を積極的に行っていきたい。

	災害時図書貸し出し
	避難所に寝泊まりしている町民への図書の貸出
	避難民
	7/29-30

	町民センター
	0
	0
	100冊程度持ち込み、避難所で過ごす時間が読書に集中することで少しでも不安が取り除かれたのではないかと思っている。

	栗栖文庫の設置
	寄贈された図書を文庫扱いとして館内に設置、閲覧貸出
	町民
	
	津和野図書館
	0
	0
	大型活字本と児童書を寄贈していただいたので、文庫扱いとして館内に置いた。大型活字本は老眼等で読書がしにくくなった利用者に好評である。


(日原図書館)
	事業名
	事業の目的・内容
	参加対象等
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	子どものつどい
	読書・物語の楽しさに触れる
地域開催と定例

外部公演
	幼児・児童と保護者
延べ282人
	定例5月26日
外部公演

9月26日-27日
	青原善正寺
日原中央公民館

幼花園
	150
	106
	外部公演は例年どおり好評であった。観劇体験を幼少時から重ねる重要性を認識した。定例のつどいは年一回となったが、少子化の現状に対応し集客式よりも出前方式がこれからの方法になると感じた。保育園・小学校との連携を働き掛けたい。

	夏休み事業
	図書館利用を促す、未利用者の開拓

「ブックトークおはなし会」

「耳で聞くアラビアンナイト」
	児童

延べ23人
	ブックトーク
8月5日、
8月6日
耳で聞く・・

8月9日
	日原中央公民館内
	0
	0
	「ブックトークお話会」は様々なジャンルからの本の選択による紹介で、前年よりはすくなかったが参加児童は楽しんでいた。課題の終了後実際の本利用につなげることはまだ不十分なのでより工夫の余地がある。
「耳で聞く・・」は初めての取り組みで、絵本から児童書への移行を促すこととボランティアの活動機会を作る二つの目的で行った。少ない参加者でも図書館ヘビーユーザーに育てたい。そのためにも語り手のボランティアの技能向上の支援（研修会等）も課題である。

	文化祭
	古本コーナー

（雑誌バックナンバーの放出）
	町民


	2月23日
	日原中央公民館
	0
	0
	人気の高い雑誌はバックナンバーでも持って帰られる希望者が多く有効利用できてよかった。

残らないタイトルもあった。


	広報活動

	新刊の紹介

図書館だより発行
	町民


	月1回町広報で

10月の読書週間
	全町

	0
	0
	書名他を5冊程度掲載している。
町内各戸配布で読書週間に合わせ初の図書館だよりを作成した。新刊紹介の一覧が好評であった。一覧があると図書館が利用しやすいとのこと。次年度は年3回に増やす。

	親子読書会
	乳幼児からの読書支援・読み聞かせ普及として読書アドバイザーによる研修会
	乳幼児と保護者

7家族15人
	6月16日
	日原中央公民館
	0
	0
	少ない人数ではあったが、子育てのなかで意識してもらうきっかけになったのでよかった。より効果をはかるため指導者・図書館側の工夫や内容の吟味が必要。


○災害復旧事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
	事業名
	事業の目的・内容
	実施時期等
	実施場所
	予算額
	決算額
	評価及び課題

	公立学校施設災害復旧事業
	昨年の夏におこった未曾有の豪雨災害で被災した学校施設等の復旧を行う。
	ｈ25.8月～ｈ25.8月
	給食センター
	431
	431
	給食センター付近の法面が崩れ、道路、側溝に土砂が流入したため崩土除去工事を実施した。

	社会教育施設災害復旧事業
	昨年の夏におこった未曾有の豪雨災害で被災した社会教育施設等の復旧を行う。
	ｈ25.9月～ｈ26.1月
	名賀地域センター
津和野城大手口

西周旧居

旧堀氏庭園畑迫病院
安野光雅美術館

山陰道
	9,939
	8,572
	名賀地域センターの土砂除去工事、城跡大手口土砂流出による陥没箇所の埋め戻し工事、西周旧居床下浸水による土砂除去清掃、茅葺屋根及び土塀の修繕工事、畑迫病院床下浸水による土砂除去及び清掃、安野光雅美術館の中庭雨水の排水改善工事を実施した。また、山陰道の復旧工事1,367千円については、隣接する町道の復旧工事の遅れから次年度への繰越事業とした。
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